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                緒     言
 マ ラリア ノ防遇 二關 シテハー面衛生工學上 ノ立 揚 カ ラ施設 スル所 ガ アル ケ レ ド、完 全 二目的 ヲ達
成 スル タメニハ他面規那樹 ヨリ探取 シタ圭三.≧ 二依 ラネバナ ラヌ。我 ガ憂湾 二於 テ既 二主要都市 二
於 テハ政 府 ノ施設 宜 シキヲ得 テ、殆 ド防 遇 ノ實 ヲ畢 ゲ得 タル モ、地方 二於 テハGマ ラリアノ惨禍 ヲ
脱 スル迄 二至 ラナイ ノミナ ラズ、年 ニ ヨリテハ異常 ナル獲生 ヲナシテ、 ソノ脅 威 二標然 トセザルヲ
得 ナイ ノデ アル。 猫 リ豪溜 ノ ミナ ラズ、1中縄 縣下宮古 、八重 山 ノ諸 島、或 ハ3C朝 鮮 二於 テ、 P本 州
2,3ノ 地 方 二於 テモマ ラリア病 ヲ経験 シツツアル ノデ アツテ、 キニ ンノ必須 ナル コ トハ言 ヲ倹 ツマ
デモナイ コ トデ アル。而 モキニ ンノ数用ハ猫 リマ ラリア治病 ノ ミニ止 マル モノデナ クー般 ノ解熱剤
トシテ、叉其 他幾多 ノ使途 ヲ有 スル モ ノデアル。
 然 ル ニキ ニンノ供給歌況 ヲ顧 ル ニソノ全部 ヲ楡 入 二倹 チ、最近統計 ハ李均年額60萬 圓 二及 プ楡
入額 ヲ掲 ゲ テヰル。將來 ノ國際 關係ハ時 二豫断 ヲ許 サヌモノガ アル。此 ガ生 産 ヲ全 ク外國 ノミニ委
ヌルコ トハ策 ノ宜 シキヲ得 タモノデハ ナイ。薮 二於 テ先畳(ごリ)ハ夙 二規那樹 ノ造林 ヲ企圖 シタノデ'アル
ガ、不幸適地 ヲ得 ル ニ至 ラズ、永 ク機 會 ヲ失 シテヰ タノデ アツタ。併 乍 ラ幸 二壼湾 ノ中部 山地 タル
盛 中州竹 山郡 下 ノ東 京帝國 大學演 習林 二植 栽 サ レタモノハ其 ノ成績 ノ見 ルベ キモ ノガア リ、蓋肇溜
二於 ケル規那 造林 ノ揺 藍 ヲナ シタモ ノ ト考 ヘ ラ レル。
 筆 者(沼 田)ハ 、當年任 ヲ當該演習林 二奉 ジ、規那造林 ノ實際 二携 バ リ更(くわ)二林内 二適地 ヲ求 メテ試
験造林 ヲ行 ツタ ノデ アル。恰 モ當時星製 藥會杜 ガ規那造林 ノ意固 ヲ有 シ、田代安定氏 ヲ聰 シテ瓜畦
二派 シ規那 種 子ヲ求 メ、次 デ高雄 州潮 州郡 ライ杜 及憂 東聴下知本 二造林 ヲ開始 スル ニ至 ツタノデ ア
ル。 ライit{__テ 約45Ha、 知本 ニテ約15 Haノ 規 那林 ヲ造 成 シタ ノデ アル。東大演 習林 二於 テモ、叉
星製藥 ニ シテモ大rE 13年 頃 カ ラハー時新植 中絶 ヲナ シテ居 タガ、爾者共 二既 二10年 生以上 ノ林木 ヲ
擁 シ、山川金 治氏(ゴニリ)ニヨル モ、X苅 米 達夫氏(ぐつ)ニヨルモ良好 ナル生育 ヲナ シ、藁湾 二於 ケル規那造林 ノ
好望 ヲ思 ハ シメルモ ノガ アル。
  1)壷 薄総督府林業試験場報告 N・・2・19'4L,(降
  2)東 京帝國大學演習林報告 No.2. Ig23.
  3)窒 海山林會報 No・qi.1932.
  4)植 物研究雑誌V・Lg.N(・.3,1933・
4 筆 者(沼 田)ハ 其後京都 帝國大學 二樽 ジ、京大事潜演 習林 二關 係 ヲ有 スルニ及 ンデ再 ビ規那造林 二
關心 ヲ有 スルe至 リ、昭和3年 以來造 林試験 二努 力 ヲ彿 ヒツツアル。
 毫漕 二於 ケル既往 ノ造林 ヲ顧 ル ニ、其 ノ方法 ニシテ尚ホ改善 スベ キ幾多 ノモ ノノ存 スル コ1・ガ認
メ ラレタ。其 所 デ先 ヅ造林方法 ノ改攣 ヲ實行 シ、林 内 ノ適地 二醐 シテ立地上 ノ考察 ヲ加 へ生長 ノ経
過 ヲ観察 シツツアツタ ノデアルガ、造林上 ノ成績 二就 テハ相當 自信 アル経 過 ヲ辿 リツツアル コ トヲ
知 リ昭和7年 以來 アルカ ・イ ド含有 量 ノ試験 ヲ此 レニ關聯 セ シメ テ行 ツテ來 タノデアル。最 初 ハ樹
齢低 ク苗 木歌 態 ヲ脱 シナ ィタメニ、試料 ノ職 二於 テ遺憾 ナキヲ得ズ、満足 スベ キ結果 二到達 スル コ
}・ガ出來 ナカ ツタガ、昭和7年 末 二於 テ樹齢 モ3年 ヲ超 ユル ニ至 リ、筒充分 ナ リ ト言 フヲ得 ナイガ
アル カロイ ド含有量 ヲ各種 ノモ ノニ就 イ テ行 フコ トガ出來 タノデ、xc=最 近 嬉頭 シテ來 タ壷漕 二於
ケル規那造林 ノー助 トモナルベ キモノ ト思惟 シテ、敢 テ報文 ヲ草 スル コ1一 トシタ ノデアル。筒此 レ
ニ關係 シテ規那品種 ノ改良 二資 スル 目的 ヲ以 テ、副手ppt6'-L一松本賢三氏 二委囑 シテ規 那樹 各種 ノ核
學的 研究 ヲ行 ハ シメ、本報 告 ト共 二刊行 スル コ トトシタ。造林 試験 實行 二當 リテ本學藁濁演習林 在
勤助 手井上五四男氏 ノ助 力 ヲ受 ケ、叉化學試験 二關 シテハ志方教授 二負 フ所大 デ アル。藪 二特記 シ
テ重桀謁∫ノ意 ヲ表 ス。
                                          5
              第 一一 造 林 地 ノ立 地 朕 況
                L 位     置
 本學東濁1寅脅林二於ケル規那試験造林地ハ高雄州旗山郡六魑庄蕃地 ニアリ、 東経120°41'、 北緯
22°58'、 著濃漢 ノー支流三合i集 水uaニ アリテ、海抜約700mノ 地鮎デアル。
 地質ハ先第3紀 上部 ト構 スルモノデ、粘板岩 ト砂岩ノ互暦 デアルガ、粘板岩ハ千枚岩1伏ニシテ薄
片 二破埣 シ易 ク、-E:ハ 此 ノ岩暦 ヨリ成ルヲ以テ粗霧ナル部分二富 ンデヰル。傾斜約20° 、方位ハ
北北西デァル。
                2,林     況
 造林前ノ林況ハ比較的人爲 ノ影響 ヲ受ヶタ形跡 ノ認 メラレル天然林デァツテ、うらじろあかめが
しは、しな くすもどき、ふちば しで、ふかのき、しろみみつ、たいわんひしぐり、たいわんやまも
が し等 ノ木本 二、た う、 くす もだま、 きくくわぼ く、 つ るあか しあ等 ノ蔓華類 ノ蓼縁纏続 シ、 下
贋ニハぼちや うじ、みやまる りみのき、あゆさんまん りや う等 ノ灌木疎生 シ、地床昌ハきみつ最モ
優勢 シあまくさしだ、けほ しだ等 ノ羊歯類此 二次グ歌態デ熱帯降雨林ヲ思ハ セル森林デアツタ。此
レヲ皆伐 シテ地持 ヲナシ、伐倒木 ノ少量 ノ幹材ハ燃料二利用 シタ以外、何 レモ林地昌委棄 シテ、火
入ハ絶封 二此 レヲ行ハナイコトニシタ。3年 後二於 テ庇等 ノ委棄材ハ殆 ド腐朽 シ形骸ヲ止 メナィマ
デニナリ、少数 ノ雨芽力 ノアツタ株 ガ枯死二瀕 シタママデ貼在 シテヰルニ過 ギナイ。斯 クシテ地推
造林後林地 ノ植生バー攣 シテ、禾本科 ノさ ㌧くさ、蓼科 ノつるそばガ侵入 シ、所 ニヨリテかや、さ 曳
きび ヲ生 ジ、特 二つるそば二至 テハ規那 ノ1"敵 トシテ手入 ノ封照 ノ主タルモノデアル。爾小径二滑
フ所ニテハねば りたで、つるうりくさ、さくらださうガ適潤 ノ指示植物 トシテ地床ヲ掩 フテヰル。
                3,氣    候
                 氣   象   表   (昭和7年観測)
              氣     温        雨    量
       月 一朝 隣 禰 一廊 華均劒 璽 「最亙i「r壌 一
        1   1   13.8  1   20.3  1   10.2  1     0  1    -   1     -
        2   1   15.O  I   19.8  1   11.4  1   80.5  1   23.4  1     ]4
        3   1   18,0  1   22.2 1   12.8  1  173.9  1   54.1  1     16
        4   1   22.7  1   25.9  1   ]6.6  1  ]06.1  1   40.7  1     11
6氣    温        雨    量月 本一均庵 殉 嘉 醤 翻 糀陣 癌訂一A
                             一 一一 了 一一  一 一 一 一 一 一 一
           1         1
5 26.° 28.9 19.°1747.°1128.8i 23
6  26.1  28.EI 20。6 810.4 133.6  19
7    1    26.5  1    29.2  1    ]9.9  1   373.7  1    96.6  1      ]7
8        25.6      27.6      18.9    2,024.3     554.5        30
9    1    25.6  1    28.5  1   '18.9  1   359.9  1    50.6  1      29
10    1    23.5  1    25.3  1    17.8  1   161.3  1    27.4  1      25
11    1    20.8  1    24.5  1    15.6  1    18.O  I     6.8  1      10
12    1    ]6.5  1    21.2  1    12.4  1    63.1  1    38.O  I       8
卒  均      21.7      25。2      i6.2    4,918.2       -        202
 以上ハ親測 氣象 ノウチ ヨリ氣溢 及雨量 ノ ミヲ掲記 シタノデアル。 雨量表 二見 ル通 リ雨季 ト乾季 ト
ニ分 レ、略4月 ヨリ雨季 二入 リ9月 二終 リ、10月 ヨリ乾季 二入 リテ3月 二及 プ。雨季 中7月 ヨリ9月3
亙 ル臆風 期 二於 テハ時 二異常 ナル多量 ノ降雨 ヲ仲 フコ トガアル。叉乾季 ノ12月 、1月 ノ交ハ年 ニヨ
リ殆 ド降雨 ナ ク、屡 々南面傾斜 ノ野生草本 類 ヲ枯槁 セ シメル コ トガ アル。チー クノ如 キモ ンス ン赫
原 産 ノ林木 ハ乾季 二於 テ落葉 シテ生長 ヲ休止 シ乾燥 ノ危期 ヲ脱 スルガ、規那樹 ノ如 キ常線 ニ シテ年
輪 ノ形成 ナキ林 木 ニア リテハ長期 ノ乾燥 二封 シテハ培養上大 二考慮 ヲ廻 ラス必要 ガ アル。
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                 關 係 地 氣  象
地名・轟演翻 蕊 職 畿 舩職 喉 劇 ・1鵬:温1騨l
          iLa          づ      1
融(東)1蜘'1(茎 λ12齪(東)1° 躍E艦 σi(西)概 『(西)66°°'(西)鰹
繍(斗 ヒ) 220 58! 5(北      goo)鷺(南)7鵜!瓢(南)ユ6°3°'3,658(南)1粥(南)11淵
  〔m)              .    1
月別温度雨mm温度雨量澱 隔 爾1温 師 賭 師 蕪 蒲
  113.8010.00 34922.0]92]0.296118.810624.5196
  2    15.0  80.5  11.1  120.7         385  21.9   !96  10.2   124  18.51   96  24。4   237
                                     1
  318.0173.912.7293.61 32622.023410.06517.316223.8373
  4 22.7]06.]17.]1141.2  277.22.3123419.] 3816.9 11123.81188
                                     i  5    26
.0  747,0  20.1  18].5         167  22.3   133   8.7    12  15.61.   1工  2L61   58
  62fi.]810.421.339].3  113122.0947.1 214.OI 7121.5127
                      1           1
  726.5373.721.7226.91  64121.9646.4 415.3 521.713
  8    25.62024.3  20.4 1172.5          61  22.0    56   7.9    27  16.31    4  22.8    36
  9    25.61 359.91  20.31 458.41     1   991  22.41   891  9.61   201  17.71,  ]7;  24.6',  71
1023.5161.3]8.272.9 ]92122.51168]0.032]9.7]5124.41234
                                     [
  112・ ・8]8・ ・15・714.7 28422・323411・ ・4・2… 3224・ ・い6・ 
1216.563.111.9122.4 33622.122010.810719.Oi 9924.21288
                                  1
畿 箋)21.74918.2]6.(12.7)(11.7;3196.12614(:2.1191]9.35621.6)(4.6)(17.36.0)462(:1:㎜
1・
                4, 規 那 樹 原 産 地 氣 候
 A日 瓜 畦 及 ピ其 他 ノ地 方 昌 テ栽 培 サ レ テ ル規 那 樹 ノ種 類 ハCinchona Ledgeriana Moons, C. succi
rubra Pavon ト此 ノ爾 者 ノ難 種 ト稻 セ ラ ル ルL. hvbrida/3種 デ ア ル ガ 、 此 ノ ウ チLedaeriana種
ハ 製 藥 原 料 ノ工 業 皮 ト シ テ最 モ 重 要 ナ ル モ ノ デ 此 ノ栽 培 面 積 ハ 最 モ 大 ナ ル モ ノ デ ア ル 。succirubra
種 ハ 主 ト シ テ 生 藥 用 二 用 ヰ ラ ル ル モ ノ デ 、 前 者 二較 ベ ル ト著 シ ク 重 要 度 ノ少 イ モ ノ デ ア ル 。 一 般 二
Ledgeriana種 ハsuccirubra種 ヨ リ モ 栽 培 ノ困 難 ト サ レ テ ル モ ノ デ ア ツ テ 、 外 界 因 子 二封 シ テ感 受
   1) 東京 帝 國 大學 演 習 林 報 告 、No・18.1934・
   2)>3) C.13raakニIilimakunde von Ilinterindien u. Insulinde, i93i.
   4),5) K.Knoch:-Klimakundc von Siidamerika. ry30.
8性大 デ、生長 量 モ小 デ アル。
                          σ)
 原 産地南米 二於 ケル爾者 ノ分 布匿域 モ異 リ、succirubra種 ハ 、 Ecuador/Chimbrazo山ノ西面
傾斜 カ ラ、Cordillera山 賑 二滑 ヒPeruノ 北部 二及 ンデ分布 セルモ ノデ、 Ledgeriana種 ヲ由來 セル
モ ノハBolivia/Cordillera山(にク)脈 ノ東北斜 面Madeira川 上流 二護 見 サ レタモ ノヂ アル。 succirubra
種 ハ此 ヲ措 キ テ、此所 デハ重要度大 ナルLedgeriaua種e就 テ考 察 スル ニ、本 種 ノ磯 見地 タル西鰹
68°、南緯15° ノ地 鮎 ノ氣 象記録 ヲ得難 イノデ、共 ノ附近 デ、 ソレヨリ更 二海抜 ノ高 イF,a Paz及
ピCochabambaト 、 ソ レヨリモ下流 ノPuerto Cabijaノ 記録 ヲ摘記 シタ ノデアル ガ、 Cordillera山
脹 ノ酉側 ハ雨量 ノ非 常 二乏 シイ所 デ、東側ハ此較的大 デ アル。但 シLa Pazノ アル高原 地方ハ西側
ト等 シク雨量 二乏 シク年500mm内 外 デ アル。併 シ東斜 面 ヲ下降 スルニ從 テ或度 二雨 量 ヲ場 スモ ノノ
如 クデ アル。從 テLedgeiiana種 原 産地方 デ ノ雨量ハ1500～111  ノ間 ニアル ト見 テ ヨイモノ ト
                             ㈹
考 ヘ ラレル。 此 レハEcuador, Peru等 ノ山脹 東側高地 ノ各観測所 記録 ヨリ推 察 シタ ノデ アル。
 吹 二温度關係 ヲ見 ル ニ原 産地 ノ・海駿 高1500mヲ トリ、La PazトPuerto Cobijaト ノ温 度 ノ差 カ
ラノ逓減率 ヲ用 フ レバ約18QCト ナ リ、CochabambaトPuerto Cobij'aト ノ温度 ノ差 カ ラ求 ム レバ
約20°Cト ナル。從 テ原 産地温度 ハ1820°Cノ 闇 ニアル モ ノ ト想像 サ レル。
                5,瓜 畦 栽 培 地 氣 候
 瓜唾 ニテ國布規那造林地 ノ所在 ハTsinjiroeanデMaiabar山 中海抜1560mノ 地 デ アツテ、1.ed-
                     !91                 (v)
gedana種 ノ最 モ多 ク栽培 サ レテル所 デアル。雨量ハ2998mm(或 ハ3328mm或 ハ269(hwm)ヲ 算 シ、
又 同所附近海 援1550mノ 某所 二(ぼり)於テ2614mmヲ 畢ゲ テヰル コ トカ ラ見 レバ雨量2500～3000mm・ ノ
                                (i)
間 二良好 ナル生育 ヲ途 ゲ テヰル。爾 山麓 ノ13artcl ung附 近 ハ等 シク規那造林 ノ行ハ レテル所 デアル
ガ、海抜730mノ 此所 デハ雨量1911nmlヲ 示 シテヰル。此 二封 シテ本學演 習林造林地 ニテハ約5000
mmヲ 算 シ、原 産地並 二瓜唾 二比 シ著 シク大 デアル コ トハ本學 ノu林 二封 シ特 二考慮 セネバナ ラナ
イ コ トト思 フノデアル。淵度ハTsinjimean二 於 テ17.8°Cニ シテBandungニ テハ年李均22.1'°C
ア ア ル(ぜ)O
   夏)z) F.A・H琶ckigerトDie Chiriarinde.五883.
    ク 三 浦伊 八 郎:一 南 洋 二於 ケ ル樹 木 生 産 物 ・Ig30・
   3) K・Kaoch:-hlimat:unde von Sfidameril:a・i930.
   4)塁 穆 林業 試 験 場 報 告N・ ・z.igzz・
   5)墓 海 山 林 會 報N・ ・7.1932・
   6) K・Knoch;一 前掲
   7)南 洋協 會 ・一 蘭 領 東 印 度 二於 ケル規 那 ノ栽 培11)2;.
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 肇漕 二於 ケル關係地 ノ温 度ハ本學造 林地 ガ21.7°C、 東 大漢頭 ガ16。7°Cデ アル。尤 モ此 ハ昭和7年
ノ数字 デアツテ累年李均 ・・尚1°C位 高 マル デ アラウ。星製藥 ノ高雄州 ライ杜 ニテ19.0°C、 藁東聴
知本造林 地ニテ21.0°Cヲ 算 シテヰル。温 度 二關 シテハ原産地並 二瓜畦栽培地 ト略近似 シテヰル ガ、
温度 ノ較 差 二於 テハ可 ナ リ違 ツタ結果 ヲ示 シテヰル。帥チ本 學造林地 二於 テ12.7°C、 東 大漢頭 二於
テ1L7°Cヲ 示 スニ封 シ、]Qoliviaノ 原 産地 方 ニテ3.0°～6。0°C、瓜唾 ノ栽培地 ニテBandung二 例 ヲ
求 ム レバ僅 カニ0.6°C二 過 ギナ イコ トデアル。 李均温 度 ハ近似 スルモ較差 ノ大 ナル コ トハ相 當犬 ナ
ル高温 及低温 ノ存在 ヲ示 スモ ノデ、較 差 ノ少イ南緯地 方 ノ植物 ヲ北緯 ノ稻高 イ地方 二生育 セ シムル
揚含特 二注意 ヲ要 スルモ ノ ト思 フ。
10
              第 二 造 林 方 法 ノ 改 攣
 規那樹 ガ南米 ノ原 産地 カラ熱帯亜細亜並 二其 ノ島嗅 二移入 サ レJunghun5氏(1856)ヲftCテ 、 van
Gorkom氏(1864)ニ ヨリ科學的 二栽培 サ レテカ ラ約70年 ニナルガ、 ソノ栽培 二當 リテ地持 ヲナス方
法ハ今 日 トサ シタル差違 ハ ナイ。帥 チ肥 沃 ナル緩傾斜 ノ森林 ヲ段 丘状 二開墾 シ、恰 モ本邦 ノ丘陵地
二行ハ ルル段 々畑 ノ如 クスルノデ アル。斯 カル方法 ハ印度 二於 テ規 那 ヲ栽培 スルニ等 シク用 ヰ ラ レ
又此 ガ墓湾 二造林 サルル ニ及 ンデ モ亦踏襲 サ レタノデ アル。
 此 ノ開墾式 ノ方法 ハ飴 リニモ地捲 費 ガ嵩 ム憾 ガ アル。瓜佳地 方 二比 シ努働賃銀 ノ高債 ナル毫 漕 二
於 テ如斯 キ高債 ナ地持 ヲ行 フコ トハ維濟林 トシテノ敷果 ヲ疑ハ ズ ニハ居 ラ レナイ。本 學演 習林 二規
那燈林 ヲ試 ムル ニ當 リテ、此 ノ開墾式方法 ヲ魔 シデ、從來 本邦aテ 林木植栽 二用ヰ ラレタル方法 二
從 ヒ、下刈 ノ周数 ヲ壌 加 シ、且 ツ此 レヲ町曝 ニスル コ トトシタ。今 日開墾 式地持 ヲナ ス トキ1Ha當 リ
紗 トモ300圓 以 上ヲ要 スル ニ封 シ、本方法 ニテハ ソノ十分 ノー ノ費 用 ヲ以 テ行 フコ トガ出來 ル。尤 モ
植付費 ト手入費 二於 テハ幾 分 ノ壕額 ヲ來 スケ レドモ、開墾 ノ費 用 二較 ベル ト極 メテ些少 ノモ ノデ ア
ル。本方法 二從 テ遣林 サ レタ規那樹 ガ既 二4年 ノ日子 ヲ経過 シテ居 ルガ良好 ナ實績 ヲ牧 メテヰル。
省其他 ノ利鮎 トシテ、開墾 式地持 ヲ行ハ ン トス レバ、 自然緩傾斜地 ニア ラザ レバ、工作 ヲ施 シ難 イ
ノデ アルガ、本方法 ニ ヨ レバ、相 當急傾斜 ノ個所 ニモ造林 スル コ トガ出來 ル。從 テ、此 ニヨリ傾斜 二
關 シ規那樹 ノ造林適地 ノ範 園 ヲ從來 二比 シ著 シク損 メル コ トガ出來 ル。特 二憂濁 ノ如 キ地勢 ノ山地
ニ アリテ有利 ナル コLト 信 ズル ノデ アル。叉本學造林地 ノ年雨 量ハ約5000mmヲ 算 シ、瓜畦叉 ハ南
米 ノ規那樹 關係地 二比 シテ著 シク高 イ。而 モ ソノ季節的雨量配分ハ非常 二偏 頗 デ、夏季1日 留 リノ
雨量 ガ非常 二大 デ、1日 ノ雨量555mm(昭 和7年7月2日)ヲ 計量 シタ記録 モアル。 斯 カル揚合降 水 ノ
大部 分ハ地表 流下水(Sickwasser)ト ナル モノデ、若 り草本類 ノ地被 ス ラ有 セザル全 クノ裸 地 二於 テ
ハ、其 ノ表 土 ヲ流去 スル害作用 ハ蓋 シ甚大 ナモ ノデ アル。加 フル ニ、粘 土質 ノ重土壌 ニア リテハ降
雨 後著 シク堅密 ノ度 ヲ増 スモ ノノ如 ク、規那樹 生育上好 マ シカ ラザルモ ノ ト信 ズ。此 ヲ以 テ開墾式
二依 ル揚合、造林後Cover Plantヲ 栽培 シー ツハ表 土 ノ結 合 二資 シ、他 ハ地 力 ノ改善 二役立 シメル
ノデ アルガ、本方法 ニ ヨル揚合、地持 後天然 二侵入 スル所謂Schlag Pflanzenヲ 以 テ、 ソノ位 地 ヲ
取 ラシメ、此 ガ競合ハ下刈 ヲ以 テ制御 スル ノデアル。此 ニ ヨリテ、降水 ニヨル表 土 ノ流去 ヲ防 ギ、
土 壌 ノ日光 曝露 ヲ妨 ゲ且 ツ草本類 ノ根系 ニヨ リ土壌 ヲ疎霧 ナ ラシムル 敷果 ヲ 期待 スル コ トガ出來
1レ0
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             第 三 傾 斜 地 方 向 ノ 選 揮
 傾斜 ノ方同 ガ立地諸 因子 二關 係ヲ有 シ、森林生態學 上重要 ナル コ トハ周知 ノコ トデ アツテ、此 レ
ヲ以YL. Ilvessalo氏(ぐリ)ハ外來植物育 成 二封 シ傾斜 ノ方向 ヲ巧 二利用 シテ 〃 局所氣候 ヲ原産地氣 候
二近 ゾケ シAペ キ コ トヲ説 イ デヰル。傾斜 ノ方向 ノ ミナ ラズ、所在森林 ノ側 面 ノ方向 二關 シテ局所
氣 候 ノ著 シキ相違 ガアツテ、Ch・Wagner氏(じわ)ハ此 ノ理論 カラ氏 ノ所謂縁條作 業(Blenciersaumschlag)
ヲ試 、、天然 更新 二成 功 シテヰル。此 ノコ トハ規那 樹造林 二封 シ盛濁 二於 テモ亦考 ヘ ラ レルベ キモ
ノ ト思 フ。
 一髄 外來樹 種 ノ造林 二封 シ、最 モ重要覗 サ・ルルモ ノハ、植栽地 ト原 産地 トノ氣 候類似 ノ如何 トイ
フコ トデ、特 ニ ソノ中デモ、温度 ト水分 二關 シ類似 スル ヤ否 ヤ トイ フコ トデ アル。尤 モ、此 レ以外
二樹 種 ノ適 慮 二封 スル生物學的 ノ強弱 モア レバ、叉土壌 二關 スル類 似 モ必要 トサルル コ トハ 勿論 デ
アル。i規 那 ノ原 産地並 二此 ガ成功的 二造林 サ レテル瓜畦地方 二比 シ、氣候 上 ノ著 シイ差遠 ノー ツ
トシテ温度 ノ較差 ノ大 ナル コ トガアル。温度 ノ較差 ノ大 ナル コ トハ大 ナル高 温 ト大 ナル低温 二植物
ガ曝 {1・ルル コ トニナル。
 尤 モ此等 ノ温度 ハ氣 温帥チ 日陰 ノ温度 デ アルガ、植 物生 活 二封 シテ爾重要 ナル モノニ 日光 ニョル
植 物 自髄 ノ射熱 サルル揚合 ガ アル。故 二K・Rubner氏(での)ハ 植物生 活 二温度 ヲ關 係 セ シムル 揚合年卒
均温度 ノ意義 少 ク、寧 ロ月別李均温度 二糠 ルベ キヲ主張 シ、X日 光 ノ直射温度 ノ更 ラニ重要 ナル コ ト
ヲ説 イ テヰル。東大漢頭 ノ累年1¥均 温 度ハ17.7°Cデ 瓜畦Tsinjimeanノ 李均温度 ト略同様 デアル
ガ数年 ノ週期 デ襲來 スル結霜 ヲ件 フ低温 ニ ヨリ甚大 ナル被 害 ヲ蒙 ルヲ聞 キ叉 西向 二立 ツ規那樹 ニ シ
テ織 蠣 ナ,ρ樹 皮 ヲ有 スル幹 ヲ西 日二露 出 スルモノガ、皮焼 類似 ノ害 二悩 ム経 験 ヲモ有 シテヰル。結
霜 ヲ俘 フ如 千低温 ノ襲 フ所 ハ、全 ク規那栽培 二關 シテ、問題外 デアルガ、高温 ノ揚合 ハ傾斜 ノ方 向
=3リ 或 ・嘔 殖 物 ヲ シテfezセ シメ・レコ トガ出來 ル ト思 フ。 Yiホ 此所 二考 フベキ ・ トへ 規那樹
ニ シテ、最 モcaa=シ テ、諸害 二封 シ感受性 ノ大 ナル時代 ハ幼齢 ノ揚 合 デアノ㌧ 床替 時代迄 ハ、 日
覆 トカ、 灌水 ト刀人爲的 二補遺 スル コ トガ出來 ルガ、 山出後 二於 テハ全 ク天然 二委 ヌル ヨリ 外 ハ
   i) 1..Ilvessalo:‐Ueber die Anbaumoglichl:eit auslandischer Holzarten.([q20)
         :‐Cultivation of Foreign Species of Trees.(Extr. fr. Ind. Forester No.54, iy28)
   z)Ch. Wagner:‐Der Blendersaumschlag and sein System, igi2.
   3)K.Ruhner:‐Die pflanzengeographischer Grundlage des Waldhaus. igz5.
i2
ナィ ノデアル。此 ノ時代 ノ規那樹 ノ環境 二關 シ、温度 トカ水分 トヵハ通當 ノ氣 象記錬 ノモノ トハ全
ク異 ル モノデ、所謂Geiger氏(しユラ)ノ局所氣 候(Mikroklima)二 全 ク支配 サルル モノデ アル。此 ノ局所氣
候 ガ傾斜 ノ向 キニヨリ如何 二相違 スル カ昭和6年12月28日 ヨリ31日 二至 ル4日 間 ノ観測結果 ヲ示 ス ト
次 ノ通 リデ アル。
 斜 面 ノ方位 ハ南面(160°)ト 梢北 面(330°)ノ2個 所 、傾斜角 ハ南 面23°、北 面zo°,海 抜約700°m、 雨
槻 測個所ハ等 高 、通風 ヨキ草葺小舎 ヲ急造 シ、寒暖計及温 度計ハ地上0.45m、 最 高最低寒 暖計 ハ地
上0.75m二 下端 ガ來 ル ヤ ウ昌懸垂 シ、蒸爽 計ハ;:田 式 ヲ用ヰ、小舎外 二放 置 シ24時 間毎 二計 量 シ、
光度 ・・Graukeilphotometerニ ヨリ、毎時20分 聞 天室 ノ向 キニ曝露 セシメ、雨面 ノ關 係的 光度 ヲ求 メ





 氣 :● 北面 ト南 面 トニ旅 テ、 ソノ最高温度 ノ差2.2°Cニ シテ、最高 昌至 ル経過ハ南面 二於 テ
急 ニ シテ北 面 二於 テ綾 デアル。
 地 中温度 地表 ノ温度 ハ 日陰 二於 テハ ソノ差 小デ、南面 ガ僅 力0.4°C高 イ。 日向ハ ソノ差著 シク
2.5°Cヲ 算 シテヰ ル。深 サ10cmノ 個所 二至 ル ト夜 間 二於 テ1.6°C位 ノ差 ヲ有 シ叢間 二於 テ南 面 ハ
更 ラニ 〃 差=0.3°C位 ヲ塘 スニ過 ギナイ。 既 二深 サ30cm二 及 ベバ、1.9°Cノ 差 ヲ維持 シ、全 ク1
日中ノ攣化 ヲ認 メナ イ。深 サ50cm二 於 テハ 〃 差1.5°Cニ シテ、同 ジク1日 中 ノ攣化 ヲ示 サナイノ
デアル。温度關係 ハ氣温並 二地 中温度 二於 テ北面ハ低 ク、又 日中攣化 ノアル揚 合較 差ハ小 デ アノレ。
地上75cm個 所 ノ最 高最低 ノ李均温度ハ北面 ハ最高19.4°C、 最低ハ11.6°Cニ シテ、南面ハ最高22.3°
C、 最低12.OOCデ ァッタ。
 濃  度 漁度 ハ北 面 二高 ク南面 二低 イ。較差ハ27%デ ア ツテ、北面 ノ方 ガー様 デ アル。
 蒸 狡 量 李 田式紙 面蒸嚢計 二振 ツタノデアルガ、北面6,8g二 封 シ南面 ハ12.Sgデ アル。
 關係的 光度 北面 ヲ1ト シテ南面 ノ光度 ノ倍数 ヲ示 セバ次 ノ如 クデアル。
    酬 時 間17時891。11!12後1時2r34
           _  i       i__
    關 係 的 光 度 一 ・826-・-382.・ ・ 一( ).2511.2210.88
 土 J含 有水分 土壌 ノ含有水分 二關 シテハ生態學 的 ニハ植 物 呂封 スル有敷水分 ノ決 定 ガ必要 ト
サ レル ノデアルガ、此 所 デハ総 含有水分GNチClements氏(ゴリ)ノ 所謂Holardノ ミヲ見 ル タメニ、 前記
局所氣候翻 測 ノ雨地窯 ヨリ土壌 ヲ探取測定 シタノデアル。且 ツ水分 ノ百分率 ハClements氏 ノ圭張
スル如 ク、生土壌 二封 シテデナ ク、寧 ロ、Rubel氏(にり)ガ望 ンダヤウニ、m般 化學 二用 ヒラレル ヤウ
ニ、乾燥 量 二封 スル数字 ヲ示 ス コ トトシタ。
      
       
       
       
       
以上ハ低 温季節 ノ乾燥期 二於 ケル小数 日ノ観測 デア ツテ、此 ヲ以 テ1年 ヲ推 スハ梢無謀 ノ識 ヲ死
レヌ ト思 フガ、大艦 二於 テ北面 ガ南面 ヨリ温度 ノ較差 ヲ1」・ナ ラシメル コ トハ想像 サ レル。 唯(ifJ下
   t) F.E. Clements:-Plant Physiology and F,cology P. i t. igoq.
   2) E・Rdbel  Geobotanische Untersuchungsmethoden S.夏15. Ig22.
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旬夏歪 ノ前後 ヲ通 ジ北緯23°30ノ 以南 ニ アル本 林 ニア リテ、 北面ガ最 モ張 ク陽光 ノ照射 ヲ受 クル コ
トガ アルガ、此 ノ季 節 ニハ雨季 ノ前半 ノ最盛期 デアツテ、雨 ニヨリテ緩和 サルル所 ガ妙 クナ イ。次
二憂湾 南r_L`二於 テ造林 上最 モ重大 ナ季節 ハ冬 ノ乾燥季節 デアル。特 二12月 、1月 ヨリ2月 ノ始 メニ亙
ッテ殆 ド雨 ヲ見 ナ ィコ トガ アル 、帥 チ此 ノ季節 ニハ水分 ガ極小 二存 スル立地的 ノ因子 デア ツテ此 レ
ノ多 少ハ直 二植物生長 二甚 大 ナル影響 ヲ與 フル モノデアル。從 テ面 ヲ異 ニ シテ、其所 二水分 氣候 ノ
差蓮 ガアルナ ラ、 コ レガ植物 生活 二影響 スル コ トハ考 ヘ ラレル コ トデ アツテ、事實南面 ノ林 縁等 二
現出 スル植物 ハ比較 的乾地性 ノ種類 二富 ミ、北面 ニハ漁地 性 ノ植物 ヲ見 、叉南面林縁 ノ草本 ガ此 ノ
期 二黄褐色 二枯11ス ル ニ封 シ、北面 ノソ レガ水hシ イ緑 色 デ アル コ トニ ョリテモ窺バ レル。規那樹
ハ ソノ材 二殆 ド年輪 ノ形成 ガ認 ラレナイ。斯 カル乾燥季 ニモ爾生活 ヲ休 止 シナイモ ノデ アル。斯 カ
ル林木 二封 シテ水分氣 候上有利 ナル立地 ヲ選繹 スル コ トハ非 常 二重要 ナル コ トト信 ズ。依 リテ、本
學演習林 二於 テハ此 ノ方針 ノ下 二規那樹 二適 當 ナル傾斜 ノ向 トシテ北寄 リノ面 ヲ選 デ、造林實行 ヲ
行 フコ トトシテヰル。
 尚 、森林 ノ北側 叉ハ北寄 リノ側面 二於 テ、Wagner氏 ノ唱 ヘル ヤウナ、局所氣候 ノ綾和 ヲ皇湾南
孚 ノ山地森林 二認 メラルル ヤ否 ヤニ關 シテハ 、目下施行 中 ノ比較試験 ノ結果 二侯 ツ コ トトスル。
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              第 四 規 那 樹 ノ 種 類
 今 日世界 二於 テ栽培 サ レル規那樹 ノ種類 ハ殆 ドCinchona Ledgeriana Nloens.デ アツテ、專 ラ堕酸
キニ門 ネ及硫 酸 キニー ネヲ製造 スル所謂工揚皮 ヲ生 産 スルモノデ アル。瓜 畦 二於 ケル規 那栽 培面積
ノ約93%ハ 本種 デ アル。 ソノ他 ノ栽培種類 トシテハ專 ラ生藥 用 二供 セ ラルル樹 皮 ヲ生yス ルCinch
ona succirubra I)avon.及 前記 爾種 ノ雑種 タルhybridi種 、 ソ レニCainchona robusta Triemenガ 小(くり)
面積 ノ栽 培 ヲサ レテヰル。此 ノ外 、C. o価cinalis Linn., C. calisaya Wedde11a等 モ當初 二於 テハ栽
培 サ レタノデアルガ、1874年Ledgeria1}a種 ガキニ ンノ含有量大 ニ シテ有要種 ナル コ トガ知 ラ レテ
以來 、今 日デハ全 ク歴 史的 ノモノ トナツテ シマ ツタ。
 先畳 者 ニ ヨリ姦溜 二移入 シタ規那 ノ種類 モ等 シク、Ledgeriana, succirubra及 ソノ雑種 タルhybrids
/3種 デア リ・且 ツ主 力 ヲ注 ガ ン トスルモ ノハ矢張 リLedgeriana種 デ アル。本學演 習林 二導 カ レタ
モノモ同 ジ ク、此 ノ3種 デア ツテ、種子 ニヨル皇漕移 入 ノ2代 目ノモノデアル9
 墾態h雑 種 從來規 那樹 ノ主要栽培 地 デ アル瓜 畦 デモ、叉錫蘭或 ハ印度 二於 テモ、栽培 ノ規那樹
ガ攣態 シ叉ハ雑種 ヲ造 ル性質 ガ著 シク、特 二此 ガ優良種 ニソノ傾 向 ノ大 ナル コ トヲ述 べ テヰル。其(ゴわ)
ノ原因 ノー トシテ、規 那樹 ノ花 ガニ形花(dimorphe Heterostylie)ナ ノレコ トヲ學 グ テヰル。二形花
植物(ずり)デハ長花 柱花(langgriffelige Bluten)ト 短花柱花(kurzgriffelige Blhten}1・ ハ株 ヲ異 ニスルモノ
デ アルカ ラ、異株 間 ノ轟媒 ヲ行 ヒ易カ ラ シメル結果 トシテ、此 ノコ トガ起 ル ト謂ハ レテヰル。本林
試験 地 二於 ケル観察 昌 ヨレバ:-
 Succirubra種 ニア リテハ攣 態 及雑種 ガ顯 著 二認 メ ラレナィ。尤 モ花 ノ色 二關 シテハ白色 カ ラ淡紅
色 マデノ種 々 ナル階程 ガアルガ、葉形 、果 實、樹型 、生長 等 二於 テハ可 ナ リー様 デアル。從 テ他 ノ
種類 ト混植 サ レタル揚合 ニテモ容 易 二本種 トシテ摘 出 スル コ トガ出來 ル。x本 試験地 二於 ナ本種 ノ
種 子 カラ由來 シタ植物 ヲ造 林 シタsuccirubra uナ ル1UP劃 ハ非常 二整然 トシテヰル。此 ノ林木 ノ1小
部 分 ガ開花 シタガ、長 花桂花 ノ株 ハ開花12株 中 ノ6株 、短 花桂花 モ6株 デ、爾種等 量 デアル 。
 Ledgeriana種 二於 テハ相當 ノ攣態 及雑種 ヲ認 メラ レル。瓜iま 二於 テハ共 ノ攣種約100ヲ 以 テ数 へ
ラ レル ト謂ハ ル。本(くリ)林ニテモ仔 細 二槍 ス レバ、葉 二關 シテハ廣狭 、大小 、葉面 ノ搬顯著 ナル モノ、
   :)金 李亮三 ト 熱幣有要植物誌 [qz6・
   2)T.C. Owen:‐Cinchuna Planter's Manual. P. t6. i88i.
   3) E.Strasburger:‐ Lehrbuch der Botauik. P.484.1923・
   4)金 李亮三:一 前揚P.3ra・
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葉縁 波妖 ノモ ノ、極 メテ若 キ トキノ葉 色 ノ鮮紅 、紫紅 ナル モ ノ、色澤 ノ有無 、3C樹 型 二關 シテハ樹
冠 ノ圓錐 ニシテ漸 尖 ナル モノ、樹 冠比較的扁;.ニ シテ水ZF二 接 ガル等 種 々ナ攣 移 ガ認 メ ラレル。 併
乍 、此等 ノ攣 移ハ漫 然 トシテ混在 スル モノデナ ク、大 一s=少 数 ノ生 育形 二纏 メル コ トガ出來 ル。例
ヘバ葉 ノ狭 ク披針葉 ノモノハ若 キ葉 ハ鮮 紅 ニ シテ、色澤 ナ ク、樹型 圓錐 ニシテ漸尖 ナル如 シ。斯 ク
纏 メ レバ数群 ノ,モノ トスル コ トガ出來 ル。二形花 ノ關 係ハ 目下開花 セル モノハ何 レモ長 花柱花 ノモ
ノノ ミデアル。
 hybrids種 ハ上記2種 ノ雑 種 ヨリ成 ルモ ノデ、本林植栽 ノモ ノハ 、蔓濁 二hybrida種 種子 トシテ
移入 サ レタルモ ノノ2代 目 ノモノデアル。 本種 ハ非常 二攣 態多 ク succirubra近 似 ノモ ノカ ラ、
Ledgeriana近 似 ノモ ノマ デ、凡 ユル階程 ノモノヲ有 シテ居 ル。本林 二於 テハ此 レヲ3大 別 シテ、α.
μ γ.ノ3種 二分 チsuccirubra近 似 ノモノヲQト シ、 Ledgeriana近 似 ノモ ノヲ γ トシ、全 ク中間
的 ナル モノヲ β トシテヰル。此等 ノウチ ニハ生長 二關 シ叉 アル カ ロイ ド含 有量 二關 シ或ハ蔓溝 ノ
立地 二適 合 スルモ ノヲ見 出 シ得 ル ノデハ ナイカ トノ像想 ノ下 二攻究 シヤウ ト思 フノデアル。生長 二
關 シテハu最 良 ニ シテ、 β.γ ノ順 トナ リ、アル カ ロイ ド含有量試験 二於 テハ偶然 デア ツタカモ知
レヌガ βガ著 シク高 イ含有 量 ヲ示 シテヰル。但 シコ レハ特殊現象 ノモ ノノ如 ク、目下績行 中 ノ試験
ニテハ含有量 ガ前年 ノモ ノニ比 シ著 シク低 イ コ トヲ示 シツツアル。
20
               第 五 生  長  量
 規那栽 培 ノ死命 ヲ制 スルモ ノハ 、何 ト言 テモ、.-11:ノ生長量 トアル カ ・イ ド含 有量特 ニキニ ンノ含
有量 トデアル。 アルカ ロイ ド含有量 二關 シテハ 、後==rブ ル所 ガ アル。此 所 デハ昭和7年 及8年 ノ
雨度 二行 ツタ生長 量調 査 ノ結果 ヲ學 ゲ、改攣 セル造林 法 ノ下 二行 ツタ結果 ガ、瓜畦 、錫蘭 及 ビ我 ガ
藁漕 二於 ケル他 ノ造林地成績 ト如 何 ナル比 較 ニアルカ、叉本調査結果 ヨリシテ、生塵樹 皮量 ヲモ決
定 セ ントスル モノデアル。
 生長量測定 ハ昭和8年12月 末 二行 ヒ、昭 和7年1L月 イ{ノ結果 ヲモ滲考 トシテ示 シタ(第4表 、第5
表)。 測 定 二當 り樹高1m以 下 、周園2Cm以 下 ノモ ノハ除 イタ。 ソノ結 果7年 二於 テ測定 除外 ノ
モノ ヨリ8年 測定級 二編入 ノモ ノアリテ、 前年 二比 シ本 敢 ヲ噌 加 シテヰル。 又筆者 ガ襲 二報 ジタ
ルモ ノニ於(の)テハ 、 試験地 ヲ1園 トシテ、 ソレニ含 マ レル各樹種 二就 テノ李均 ヲ掲 ゲ タガ、 本報告
二於 テハLed;eriana暉 、 succirubra匠 及hybrida lpp分 チ、此 ノウチ、 Led・Pp二 於 テハ補植 ニヨ
ルsuccirubra, hebridaヲ 算入 セズ。叉hybrida PP二於 ケル補植succirubraヲ 掲 上 セズ。 從 テ李均
結果 二於 テ多 少数値 ガ大 トナ ツテヰル。爾樹 高及 周園 ノ最 大 二關 シ婁 二1,2誤 リア リタルヲ本報文
二於 テ訂正 スル。將來 ノ生長量 叉ハ間伐試験 モ此 ノP別 ニョリテ行 フコ トトスル。
               1,樹 高 及 周 園 生 長 量
 規那樹各種 ノ測樹ハ1m以 上 ノ高 サヲ有 スルモ ノノ ミニ就 テ行 ツタノデアルカ ラ、7年 度 ヨリハ
8年 度 ノ方 ガ其 ノ撒 ヲ噌 シテヰ ル。周 團 ノ測 定 ヲ地 上1m高 トシタノハsuccirubra種 ノ如 キ生薬 用
ノモ ノニア リテハ幹 皮 ヲ1m措 キニ採取 スル便利 ト此 ノ高 サノ周園 ニ ヨリテ規那樹 ノ幹皮生産量 ノ
算 定基礎 ヲ得 ン ト欲 シタル爲 メデアル。從 テ豪濁 二於 ケル規那栽培業 者ガ將來 、生長 量調査 二當 リ
周 團測 定 ノ揚合ハ地 上1m高 ノ測定 ヲ探 用 サ レム コ トヲ此 ノ際 望 ム モノデアル。
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                2,生 長 量 ノ 比 較
 本 林造成 ノ規那樹特 二Ledgeriana種 ト關 係各地 ノソ レ トノ比較 ヲ試 ミン トスルモ ノデアルガ 、
何 レモ各種文獣 ヨリ推知 シタモノデ、記載 ノ敬字 ハ可 ナ リ概略的 ノモ ノデアツテ、此 レニヨリ生長
量 ノ優劣 ヲ敢 テ云 爲 スル モ ノデハ ナイガ、併 乍、此迄 ノ成績 ガ左程 不良 デナイ トイ フコ トノ推定 ハ
ナ シ得 ル モノ ト思 フ。而 モ本林 二於 ケル造林方法 ノ他所 二比 シテ粗 放 デアル ニ拘 ラズ、可 ナ リノ實
綾 ヲ牧 メテ居 ルモ ノ ト信 ズル ノデアル。本林産 ノモ ノハ約4年 生 ノモ ノデ、文獣 ヨリ拉 シ來 タリタ
ル モノハ林齢 不同 デ アルカ ラ、比較 ノタメニ年,.均 生長量 ヲ求 メ、 ソ レヲ4倍 シタ。 上下爾端 ヲ示
シタ数 字ハ ソノ算術 中数 ヲ探 ル コ トトシタ。
   (第6表)     Ledgeriana種 樹高 生長量比較表 (林齢4年)
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 以上樹皮量諸表 ヲ要約 スル ト次 ノ通 リデアル。
   (第9表)    各 種 氣 乾 皮 重 量(樹 齢4年4ケ月)
-
   
   
   
   
   
   
供試木ハ樹型 ノ關係叉ハ鰐閉疎開ノ關係等 ヲ考慮 シテ選出シタタメ呂毎木測樹上ノ標準木 トー 致
セズ、多 クハ標準木 ヨリモ大ナルモノヲ得 タ。 ヨリテ、此 レヲ標準木 ノ樹皮量 二換算 スルタメニ次
ノ簡易方法 ヲ探 ツタ。
  地上部 二關 シテハ
    HxU:hxu=G:g
  ・・9-h畿Gウ 求・ル・・ト・タ・
薙 二
   H… …供試木樹高 U… …供試木施上1m高 ノ周團
   h… …標準木樹高 u……標準木地上1m高 ノ周園
   G… …供試木氣幹樹皮量
   g… …標準木氣幹樹皮量
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 標準木根皮 ノ重量ハ供試木 ノ幹皮 ト根皮 トノ比 ヨリ算出シタ。幹皮 ト根皮 トノ關際ハ此 レ迄 ノ實
験 昌鎌ル ト根皮 ノ量ハ幹皮 ノ113～2!3デ 、 根部探取 ノ難易 ニョリテ異 ナルタメニ、比較 シテ、大木
トナルニ從 テ幹皮二封 シテ根皮ノ牧穫 ノ比ハ減少スルモノノ如クデアル。
 以上標準木 二換算 シタ樹皮量ヲ表示 スレバ次 ノ通 リデアル。
   (第10表)     標 準 木 氣 乾 樹 皮 量 (樹齢4年4ケ月)
               樹  皮  量 (氣幹)9    標 準 木 大 サ     樹     種
             幹 劇 根 劇 計 樹 高 嘱 型1。認m
    
    
    
    
    
             4, 軍 位 面 積 當 リ樹 皮 生 産 量
本試験林 ハ面積0.53Haニ シテ此 レヲLedgeriana ap、Succirubra P及 ビHybrida匿 ノ3匪 二分 チ
ソノ配當面積並 二現實本数 及 ビ此 ヨリ求 メタルHa當 リ本 藪ハ下表 二示 ス通 リデアル。
         
         
         
         
此 ノゥチ、Succ. PP並 二Hybr. PPノ立木度 ハ法正 二近 キモノナルベ シト思惟 スルモ、 Led. q
ア リテハ種 々 ナル原 因 ノタ メニ立木密度均勢 デナク、現實本数 ガ過 少 デアル。他PPノ 立木度 ヨリ推
セバHa當 リ2,000本 内外 ガ至當 ナル本数 ト考ヘ ラレル。
此所 デハ 現 實本数 ニ ヨリ、 前節標準木樹 皮量 トHa當 リ本 数 ノ相 乗積 ヲ求 ム レバ 、次表 ノ通 リ
デ アル。
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            P●P位面積當樹皮牧量表 (樹齢4年4ケ月)
         
         
         
         
         
         
 上 表 ニヨリテ見 ル ニ、規那 皮中最 モ重要 ナルLedneriana種 ノ牧量 ガ他 二比 シテ著 シク劣ル ガ、
コ レハ既 二述 ベ タル如 ク、立木度 ノ低 イタ メデHa當 リ2,000本 トス レバ802Kgヲ 牧量 シ得 ル ノデ
アル。Succirubra種 ノ供試木 ハ聞伐木 中 ヨリ選 ンダタ メニ韮 トシテ、庇歴 二近 キモノヲ供試 スル コ
トニナ リ、現實 ニハP多 量 ヲ期待 シ得 ルモ ノ ト考 ヘ ラル。反 封 二Hybrida.β ノ如 キハ本数 少 キタ
メ適 當 ノ供試木 ガ得 ラ レズ、大 ナルモノニ倣 ツ タタ メカ縦 令簡 易法 ニ ヨリ換算 シテモ、 ソノ結果 ヲ
大 ナ ラ シメタモノ ト考 ヘ ラル。
 要 スル ニ4t,ノ 林齢 ヲ重 ネル ト、Ledoeriana種 二於 テハ800Kg、 ソノ他 ノ樹種 昌テ1,000Kg内 外
ノ乾燥(氣 乾歌態)樹 皮 ヲ牧 量 スル コ トガ知 ラ レル ノデ アル。
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                摘    要
i. 規 那樹 ノ原 産地 タルBolivia並 ニ ソノ栽Yq二 成 功 セル瓜 j一本 試験地 トノ氣候特 二温 度 二關
  シテハ可 ナ リ相違 シテヰル。ソノウチ最 モ著 シキハ温度 ノ較差 デアル♂F均 温度並 二較差 ヲ小 ナ
  ラ シム ルタメニハ山岳地 ノ標 高 ヲ高 メ シメネバ ナ ラヌガ、肇溜 二於 テ南孚 トイヘ ドモ1,000n1以
  上 トナ レバ稀 子結霜 ヲ律 ヒ、低温 二封 スル抵抗 ノ薄弱 ナル規那樹 ノ高地 ノ造 成ガ沮止 サ レル。
   從 テ藁濁南掌 二於 テ規那林逡 成 ノ上部 限界ハ地 形或ハ傾斜 ノ方位 ニョリテー様 デハ ナイガ、
  1,200m以 内 ヲ安全 トス。
2. 山岳地 ハ傾斜 ノ向 ニ ヨリ局所氣候 ヲ異 ニ スル。北面ハ南 面 二比 シ温 度 ノ極 端 ヲ和ゲ、g中 漁
  氣 大 昌 シテ、土壌水分 ノ保持 モ良好 デ アル。蔓濁南 牛 デハ冬季 過度 二乾 燥 スル。從 テ規那樹造
  成 呂封 シ北面ガ最 モ好 マ シク、此 レ昌次 デハ西北面v東 北面 ノ順位 ヲ トル モノ ト想像 サ レル。
  南面 傾斜 地 二於 テ、南側 二樹林地 ヲ有 スル揚 合、 ソノ北側 二於 ケル造林 ト全 ク南 ノ天室 二曝露
  セル地域 ノ造林 成績 ノ比較 ハ試験績 行 中二属 ス。
3. 規那樹 ヲ造林 スル揚 合、瓜畦 二於 テモ、叉印度 二於 テモ、 ソノ地持 ハ全 ク開墾 的 二行 フヲ普
  通 トスル ノデアルガ、壼濁 デハー般 二地勢 ガ瞼峻 デ アツテ、此 レニ ヨル場合地艀 費 ガ非常 二嵩
  ム コ トト、地 力維 持、林地 崩壊等保安上 ノ不利 ガ大 デアル コ トヲ7!we'メタ。依 リテ古來我國林業
  デ用ヰ ラ11ル 造林方法`改 メ、下刈周数 ヲ塘加 スル コ トトシタ。此 ニ ョリ生長 量 ノ上e於 テ著
  シキ差違 ヲ認 メズ、且 ツ此 レニヨリテ相 當 ノ急斜 地 ニモ試 ム コ トガ出來 タ。緩斜 地 ノ少 イ本演
  習林 ニ アリテハ此 ノ結 果造 成面積 ヲ墳 大 スルコ トガ出來 タ。
4。 規 那樹 ノ種類 トシテ目下本林 二造 林 サ レテル種 類ハ レ ドゲ リアナ、 サク シル プ ラ及 ヒブ リグ
  ノ3種 デ ヒプ リダ種 ハ更 二葉型 ニョ リQ,β,γ ノ3種 二分 ケ テヰル。」此ノウチ最 モ重要 ナルハ
  レドゲ リアナ種 デ將來本種 ノ ミヲ塘 殖造林 ノ計劃 デアル。 併乍 ヒブ リグ γ種 モキニー ネ、含有
  量伯仲 シ且 ツ植 物 モ丈夫 デ アル カラ、 ソノ他 ノ種 類 ト・共 二極 メテ少激 ヲ植栽 シテ各種 試験 ノ用
  e供 スル考 ヘ デアル。
5, 生長 量ハ本 試験 地 ニ テハ毎木測樹 ニヨリ標準木 ヲ算 出 シタモノデア リ、比 較 トスベキ他地方
  ノモ ノハ各種 ノ文獣 二散見 セルモ ノヲ牧録 シタモ ノデ、共 ノ算 出 ノ根糠 ガ不 明 デアルガ、 レ ド
  ゲ リアナ種 二於 テハ瓜畦 ノ或 ルモ ノニ比 シ叉比律賓 二比 シT F3劣ル モノノ如 クデ アルガ、 サク シ
  1L 77種 ニア リテハ何等遜 色 ガナ イ。氣 乾IV¥2.Gノ規那皮 ノHa當 リノ牧 量ハ レ ドグ リアナ種 二
  於 テ4年 生Ha當 リ2,000本 トス レバ、約800Kg、 〃 他 ノ種類 二於 テHa當 リ1,500本 トシテ1,000
  kg内 外 デ アル。
6. 此 ヲ要 スル ニ地理的 二不利 ナル墓渥 ニ アリテ、高 イ伐期 ヲ望 ム コ トハ出來 ナィガ墓濁 南李 二
  於 テ好適 セル立地 條件 ヲ具 備 スル所 二於 テ規那樹 ノ経濟的造林 ガ可能 ナル コ トヲ信ズ。此 ガ伐
  期ハ10^15年 二止 マル モノ ト思 フ。
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                第  一  報
                緒    言
 本學藁湾演習林 二於テハ前編 二述ペタル如ク、昭和2年 以來規那樹 ノ造林試験ヲ行 ヒ來 リ、且 ツ
此 ト相關連 シテ、生産規那皮 ノ化學的研究ヲ常 二件ハ シメタノデアル。栽培 セル規那樹 ノ種類ハ既
記 ノ如クCinchona Led;eriana, C・succirubra及 ビ此 ノ爾種 ノ雑種 ヨリ成ルC. hybrida/3種 デ
ァルガhybrida種 ハ種々ノ性欣ニツィテ多型 二分ルルヲ認 〃 ノデ、此 レヲ葉型 ニヨリ便宜3品種
Q,β及 γ 二分類 シ、以上 ノ5種 類 二封 シ、化學的性質 ノ相違特二藥用上重要 ナル線 アルカロイ ド
及圭ニー 灸含有量 ノ相違 ヲ研ハ メントシ、叉各個樹 ノ部分 二於 ケル相違ヲモ知 ラント欲 シ、本化學
的研究ヲ行 ッタノデァル。
               第一 試    料
 試料 ハ壷濁演 習林 二於 テ、昭和4年8月 植栽 ノモノデ、同7年12月27日 掘取 リ、樹 齢3年4ク 月 ノモ
ノデ アル。供試 木ハ測樹 上 ノ中央木 ニヨラズ、寧 ロ見掛上 ノ中央木 デ、形態的 二典型 ナル種類 ヲ標
準 トシテ選定 シタ。
 供試 木ハ掘取後 、根部 ハ土 ヲ振 落 シテ直チ ニ剥皮 シ、地 上部 ハ幹 ト枝 トニ分 チ幹 二於 テハ地際 ヨ
リ上 方 二50cm毎 二切断剥 皮 シ(L°dgeriana種 ノミ・・20cm毎)枝 ハ枝 皮 トシテー括 シタ。 根及枝 共
二鉛筆大 ノ太 サマデ探 集 シタ。後掲 ノ1,II, III,… ノ番號 ハ幹皮 ノ下部 ヨリ50cm叉 ハ20cm毎 ノ部
分 ヲ向上的 二示 スモノデアル。
    Ledgeriana 種
             樹高2.15m. 地上1m高 周園7・4cm・
              幹     皮 (下部 ヨリ20cm毎)
㈱ 分'1_
1一 可w「Q一 頑r圃H%計 根 皮 枝 皮
蠣 ・1・2.0133.・33.・ …24.523.・18.OI 10.・7.・4.・242.01143.・80.
髄 ・117.・ 一 ・・8.・ ・… 5.°3.・2.51.5173.・46.0124.
34
  Succirubra 種





  rlxbrida 種 Q.




  Hybrida 種 R・
        樹高4.70m・ 地上]m高 周園]7.7cm
 
 
  Hybrida種 γ・
        樹高3.06m 地上]m高 周園11.5cm
     l    幹  皮(下 部・リ5・m.) i l撒 塑 函 ・[・rT皿 挫一⊥計ノ搬 階
 
 
此 二・リテ見ル へ 樹皮 ヲ氣 乾 シタル揚 合生樹 皮重量 ノ約30%位 トナ・・。叉樹 皮・・植 櫨 ノ部分
ニ ヨリ異 ナ リ、幹 皮 ノ量最大 ニ シテ全樹皮量 ノ50^-60%二 當 リ、此 二次 デハ根皮 ニ シテ20-30%、
最 少ハ枝皮 ニ シテ10-r20%二 當 ル。
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              第二 實 験 方 法
試料 昌就 キ
    (1)水 分
    (2)灰 分
    (3) Total alkaloid
    (4)  Quinine-sulphate
    (5) Tar reaction
    (6) Thalleioquin reaction
ヲ行 ヘ リ。
 (1)水 分 常 法 昌 ヨル。
 (2)友 分 米 國藥局法 ニ ヨル。
  2～4瓦 ノ氣 乾生藥粉末 ヲ紺 蝸 二取 リ常法 二從 ヒ灰化 ス。若 シ充分 二友 化 セザル時ハ熱湯 ヲ加 ヘ
  テ抽 出 シ不溶分 ヲ友分 既知 ノ濾紙上 二集 メ乾燥 後友 化 シテ白色3Cハ 殆 ン ド白色 トナ シ先 二得 タ
  ル濾 液 ヲ之 二加へ蒸獲乾固 シ後 弱 ク紅熾 スペ シ。之 ニテ充分友化 セザル時 ニハー旦冷却 シ坦蝸
  =15c.c.ノAlcoho1ヲ 加 へ硝 子棒 ニテ研摩 シAlcoho1ヲ 燃焼 シ去 リ再 ピ弱 ク紅熾 ス。
 (3) rotas alkaloid第 四改 正 日本藥局法 ニヨル。 ソノ概 要 ヲ記 セバ次 ノ如 シ。
  規那 皮 ノ細末2.5瓦 二定規 盤酸(1%盤 酸 ヲ使 用 シタ)20c.c・ ヲ和 シ10分 間 湯煎上 二温 メ冷却 後
  Chloroform, Ether混 液(1:4)ヲ 加 へ次 二苛 性曹達液 ヲ加 ヘ アJLカ リ性 トナ シ10分 間強 ク振潅 シ
  更 ニ トラガ ント末3瓦 ヲ加 ヘ ヨク振盈 シテ粉末 ヲ集 團 セシメ5分 間i置 シタル後澄明 ノChloro-
  R)rm, Ether混 液 ヲ精製綿 ヲ用 ヰ速 二濾過 シソノ濾液80 c.c. Gpチ2瓦 キナ皮末 二相 當 スル
  Alkaloid colution二10 C.C.ノAlcoholヲ 加 へ蒸鱈 シテ混 合 セルAlkaloid以 外 ノAmin共 他
  ヲモ除却 シ残渣 ヲ20c.c.ノAlcohol二1容 解 シ更 二水10c.c.及 ピ3滴 ノヘマ トキ シリ ン溶液 ヲ指
 示藥 トシテ和 シN/10酸 ニテ滴定 ス。N!10盤 酸1c.c.ハ キナ盤基0.03093瓦 二相當 ス。
 (4) Quinine-Sulphate
 規那 皮 ノ粉末 二清石荻 ヲ均 一 二混合 シ之 ヲ水 ニテ漁 シテStiff Paste,ト セバAlkaloidハ 規 那染
 料 素及 ピ規 那酸 ヨリ游 離 ス。而 シテ規那酸ハ石灰 ト化合 ス。コノ種 々 ノ要素 ノ混合物 ヲ乾燥 セル
 後熱Benzolニ テ抽 出 ス。 コノ際Quinineハ 容 易 二溶 解 スルモ他 ノAlkaloidハ 容易 二溶解 セ
  ズ。 カ クシテ得 タルBenzol Alkaloidノ 混合溶液 ヲ稀硫酸(1%硫 酸 ニテ酸性 トセル水)ト 共 二振
瓢  盈 スル時Alkaloidハ 硫酸慶 トナ リ酸性溶液 中 二移 行 スル ヲ以 テ$enzolト 分離 ス。 コノ操作 ヲ
  反復繰返 シタル溶液 ヲ必要 ア ラバ動物炭 三テ脱色 シタル後 濃縮 シ曹達 ニテ中和 ス レバQuinine
  ハ硫酸 臨 トシテ遊離 ス。 コノ結晶 ヲ集 メテ沸湯 ヨリ再結 スル時純 糧 ノQuinine-Sulphateヲ 鴇 。
 (5)Tar Reaction 第 四改正 日本 藥局法 ニヨル。帥チ規那皮 ノ粉 表 ヲ試験 管 中二熱 ス レバ紅色
  ノTarヲ 生 ゼザルペカ ラズ。
 (6)Thallei(》quin Reaction  第四改正 日本藥局法 ニヨル。
  帥チN110盛 酸aテ 中和 セルalkaloid溶 液5c,c.二 駆素 水1c.c.ヲ 和 シ之 ニアム モニア水 ヲ加 フ
  ル 昌美麗 ナル線 色 ヲ呈 セザル ペカ ラズ。
               第 三 分 析 結 果
 上記各項ニヨル分析結果ハ次ノ通リデアル。
                 1,  Succirubra l種











  1,L… … ・・幹 皮 ノ最 下部 ヨJ50cm毎 昌hリ タル 番號 ナ リ。
  上 表 昌見 ラル ル ガ如 ク根 皮 ノ Quinine-Sulphateノ ・幹 皮 1ノ 含 量 ノ約 牛 量 二過 ギザ ル モ根 皮 二
  於 テノ・Cinchonidineノ 含 量2,16%ニ シ テ幹 皮Ie於 テ ハtrace二 過 ギズ。




       第 四 総 ア ル カ ロ イ ド及 ピ硫 酸 キ ニ ー ネ 含 有 総 量
 次 二1本 當 リノアルカロイr'含有総量及 ピ硫酸±三二fi含 有総量ヲ求 メントス。今乾物量二換算
セン爲二根皮、幹皮、枝 ノー¥均水分 ヲ上記實験結果 ヨリ求ム レバ次 ノ如 シ。
              根 皮    幹 皮    枝 皮
   Succirubra     10.1600   i 1.9963/  12.7600/
   Hybrida a         9.4500     11.9025     12.3850
   Hアbridaβ         8.3417      9.6045     10.9859
   Hybrida Y         9.2700      9.8529     11.2800
   Ledgerianl             9.5000        12.0161        12.1000
 之eヨ レバ水分 含量 ハ根皮 ヨリ幹 皮、幹皮 ヨリ枝皮 ト場 大 スル ヲ知 ル。
 然 ルニ當實験室 二到 着 セル試 料ハ邊付 二際 シ若干破損 シ小片 ノ何 レ=1ス ル ヤ判然 セザル モ ノア
リタ リ。但 シ完全 ナル樹 皮 二就 キテ秤 量 セルニ豪湾演脅林 二於 テ乾燥秤 量 セルモ ノ ト殆 ン ド相等 シ
カ リキ。故 二墓灘演習林 二於 テ求 メ ラレタル氣乾 量 ト當實験 室 二於 テ求 メ ラレタル李均水分 トヨゴリ
1本 當 リノアル カ ・イ ド含有総量 及 ビ硫 酸 キニー ネ含有縮 量 ヲ求 ムルモ大 ナル誤差 ナキモ ノ トシテ





               第 五 實 験 結 果
(1)  樹 皮 ノ水分 含量 二就 キ、根 皮、幹 皮 、枝皮 ヲ比較 ス レバ根皮 、幹 皮、枝皮 卜上部 二至 ル ニ
   從 ヒ水分 含量多 シ。
(2)  友分 ハ大X2^・4%ノ 間 ニア リテ根皮 、枝皮 ハ幹皮 ヨ リ多 ク枝 皮 ノアルモ ノハ ゜o=及 プ。
(3)  Total alkaloidハ5種 共 根皮、幹 皮 ノ李均含有奉ハ 日本 藥局法 二規定 スル最低含有率6.2%以
   上 ニ シテ根 皮 ニ アリテハ9%以 上幹皮 二於 テハ6.4^'8%=及 ブ。
(4)  幹 皮各部 二就 キテTotal alkaloid含 有牽 ヲ ミル ニ幹 ノ上部 二行 クニ從 ヒソノ量 ヲ減 ズ。
   Ledgeriana, Succirubra, Hybridaα ノ3者 ヲ比較 セバ含有率 二大差 ナ クC・Ledgerianaハ 下
   部 二於 テ他 ノ2者 ヨリ約1%多 シ。
    Hybridaβ, Hvbridaγ ハ共 二前3者 ヨリ多 ク上部 二至 ルモ ソノ含有率遙 カニ大 ナ リ。且 ツ
   Hybridaγ ハ下部 二於 テハ5種 中最大 ナ リ。但 シ各種 二就 キテ梢端部幹 皮ハTotal alkaloid
   含量急激 二減 少 スル モノノ如 ク見 ユルモ之 ハ試 料僅 少 ノ爲適 宜 二上部 ノモ ノヲ配 合 セル爲 ニ
   シテ蓋 シ當然 ノ事 ナ リ。
(5)  枝皮 ノTotal alkaloid含 有卒ハHybrida r/3.3%ヲ 除 キ他ハ殆 ン ド相等 シク2.5%ヲ 占ム。
(6)  Quinine-Sulphate含 有率ハSuccirubraトHybrida aト ヲ比較 ス レバSuccirubraハHybrida
   Qヨ リモ根 皮 二於 テ少 ク幹 皮 ニア リテハ下部 二於 テHydridaα ヨリ多 シ。而 シテ共 二幹皮
   最 下部 ヨリ少 ク各 ソノCinchonidine含 量 ヲ加 ヘ テ大艦幹 皮最下部 ト含有牽等 シクナルヲ認
   メタ リ。次 二Iedgeriana, Hybridsβ 及 ビHybridaγ ヲ比較 スル ニ共 二前2者 ヨリ遙 カ ニ
   多 ク特 二Hybridaβ 二於 テ多 シ。但 根皮 ニ アリテハ幹皮最下部 ノ約 牟量 二過 ギズ。何 二原
   因 スル ヤ不明 ナ リ。LedgerianaトHybridaγヲ比 較 スル ニ爾 者大同小異 ナルモ下部 二於 テ
   Hybridaγ ハ含有率大 ナ リ。
    從來Ledgeriann種 ハQuinine含 有量 ノ大 ナル種 類 トシテ認 メラルルモ ノナル モ本分 析 二
   依 レバHvbridaβ, Hybridaγ ヨリ少 ク特 二C. H vbridaβ トノ差甚 シク奇異 ノ感 ナキニ ア
   ラザルモ恐 ラ クハ ソノ生育遅 ク植 物禮倭小 ナル事 二原 因 スル モ ノニ非 ズヤ ト思惟 サル。
(7)  枝皮 ノQuinine-Sulphate含 有率 ハLeclgerianaハ 最大 、次 二Hybridaγ, Hybridaβ ノ順
   位 ニ シテSuccirubra, Hybridaα ハ共 二存在 ヲ認 メ得 ルモ定量 不可能 ナ リキ。
(8) 1本 當 リ・ア,し加 イ ド舗 綴 ヲ見 ・レ・Succi・ubra, Hyb・icla a・ ・共4長 速 カナ・レ爲
  断 然 多 クSuccirubraヲ 首 位 ト シ ソ ノ総 量50.711.=及 プ 。 之 ヲLedgeriana二 比 較 セバ 優 二5
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   倍以上ナリ。但 シLedgerianaハ 生育遅 ク植物膿小ナルヲ以 テ生皮量モ少キ爲 アルカロイ ド
   含事総量ガ少イノデアラウ・次 二Hybridaβ, Hybhdaγ ハ 夫 々33瓦、36瓦 ニシテLedge-
   rianaハ9瓦 二過 ギズ。
(9)  1本 當 リノQuinine-Sulphate含 有縫 量ハLeclgerianaハ 生育 ノ關係 ヨリ問題 トスル ニ足 ラ
   ズ他 ノ4種 二就 キテ ミル ニHybrida r, Hybridaβ 共 二他 ノ2者 ヨリ多 ク Hybridaγ ハ19
   瓦Hybridaβ ハ18瓦 ナ リ。2之 二次 ギテSuccirubra, Hybridaα ノ夫 々12瓦 、9瓦 ナ リ トス。
               総   括
 以 上 ノ結果 ヨ リ見 テSuccirubra, Hybr1da Qハ 共 二生長 早 ク且 ツTotal alkaloid含 有 -¥他 ノ2
種1・大同小異 ニ シテ唯Quinineノ 含量 二於 テ劣 レルヲ見 ル。然 ル ニHvbridaβ, Hybrida 7ハ 前2
者 二比 べ幾分生長邊 キモQuinineノ 含量遙 鼻多 シ。故 二Succirubra, Hybridaα ハ共 二生藥 用二適
シ、本結果 ノミヨリ見 ル トキハQuinine製 造 原料 トシテハC. Hvbridaβ, c. Hpbrida r昌 依 ル ヲ
最 モ得策 ナ リトス。
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              第 一 試     料
 試料ハ京都帝國大學毫濁演習林二於 テ栽培 セラレタル規那樹 ニシテ探掘剥皮セルモノヲ日光乾燥
ヲナシ氣乾状態 トナ シタル後京都二選付 シ本實験室二於 テ恒重 トナリシモノヲ細粉 シテ分析 ヲ行 ツ
タ。但 シ今年度ノ試料ハ根皮、幹皮、枝皮 ノ3部二分チ幹皮ハ地上1m毎 二幹皮1, II, III,…… ト
セリ。各種規那皮 ノ本實験室到着直後 ノ重量及ビ本實験室内二於 テ恒重 トナリシ時 ノ各重量次 ノ如
シo
       Succirubra 種
           轍 部到 到 着 時 陣 重 時
           根  皮            225.O g.         208.O g・
           幹  皮     1      370.5           256.0
            ク      1      229.5          186.0
            ク      Y       162.0           137.5
            '      IP  I   ]18.0            95.0
            '      Y  I    56.5           52.5
            ク      V【       24.0            20.5
            ク      VI      13.0           12.5
       Hybrida種 α
           轍 部到 到着 時 陣 重 時
           幹 皮  1   318.5g.   301.Og.
            ク      1      194.5          182。0 .
            ク      1      122.5          11695
                1V  I    46.5       1    44.5
            b V  19.° 1 183
                        47
    正iybrida種 β
      
      
      
      
      
      
      
    Hybrida種 γ
      樹皮部到 到 着 時 恒 重 時
      根 皮     288.5g.   224.Og.
      幹 皮  1  273.0     267.0
       ク      ]匪      i55。0          ユ51,0
       ク      憂      104.5          102。0
       ク      N       45.5           44.5
       '      Y  (     2.8      1     2.8
    1,edgeriana 種
      
      
      
       
       
       
      
        第二 實 験 方 法
  (1)水 分
  (2)友 分
  (3) Total alkaloid
  (4)  Quhline-Sulphate
  (5) Tar reaction
  (6) Thalleioquin reaction
上記 各頃 ニヨル定 量方法並 二反慮 ハ纏 ペ テ第 →報 昌同 ジ。
弼        第 三 分 析 結 果
          1,  Succirubra 種





上 表 二見 ラルル ガ如 クQuinine-Sulphateハ 根 皮 二於 テハ幹皮1ノ 孚量 二過 ギザ ルモ、根皮 ニ ア
リテハCinchonidineノ 含量4.44%ニ シテ幹 皮1, IIハ 夫 々3.06%、1.64%ニ シテ幹皮III及IV
二於 テモ少量 ノCinchonidineヲ 認 ム。
         乾 物 中 百 分 峯
    
         2, Hybr三da種
 i)a麺         嵐 乾 物 中 百 分 牽
        乾 物 中 百 分 傘
   
   
   
   
   
 ii)β 糧          風 乾 物 中 百 分 峯
        乾 物 中 百 分 傘
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         乾 物 中 百 分 率
    
    
    
    
    
    
        '  3,  ]Ledgeriana 種  '







         乾 物 中 百 分 率
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          第 四 総 ア ル カ ロ イ ド及 ビ硫 酸 キ ニ ー ネ 含 有 総 量
 根皮、幹皮 ノ総 アルカロイ ド卒均含有卒、絡硫酸 キニーネ李均含有傘及ピ1本當 リノアルカロイ ド
含有総量並 ピ昌硫酸キニーネ含有縮量ヲ求ム レバ次表 ノ如 シ。
      一 一～ ～     部                       一  樹 種 摘  1＼ ～_.一一 分  根   皮  幹   皮  線   計
          要       一 ～～
       氣  乾  」改  量  (g)                 208.0          760.0          968.0
   田       乾          量  (9)                   202.0          . 704。0          906・0
   三( ) 縄アルカ・イド準均含有傘(%)   7.502    4.767
   VV   
H   アルカロイド含m量 (9)      15・15     48.02     63・17
   U   m酸 キ昌一ネ卒均含有李(°0)    0.780     1.250
       硫酸 キ昌一ネ含有線量 (9)      1.57     8・51     10・08
       氣 乾 取 量 (g)                662.0     662.0
   6      乾         量  (g)                               62].5          621.5
   毛   線アルカロイド李均含有李(00)            5.340
   x   アルカロイド含(の)有線量 (9)             42・36     42・36
   U   緯硫酸キ昌一ネ卒均含有牽(%)            2・203
       硫酸キ昌一ネ含有総量 (g)              16.80     16.80
       氣 乾 牧 量 (g)         422.0     703.5    1125.5
   邑   乾     量 (g)         391.0     651.0    1042.0
   箋   緯アルカロイドZF均含有奪(%)    8.275     6・029
   昔(の)  アルカロイド含有縄量 (9)      32・36     49・75     82・11
   ° 灘 三;毒繕 有謬%)r4.69818.36 4.3333.1: 61.46
         -一 一 一                       1






       氣 乾 攻 量 (9)         148・0     339・0     487.O
   c 乾  量(・)     136・°  297・°  433・°
   蕊   線アルカロ登ZF均 含有黍(%)    8・662     7・752
   a   アルカ"イr・含m量 (9)      11.78     26・00     37.78
   U   線硫酸キニーネZF均含有李(%)    3・659     4.186




  次 二3年 生(8年 度)及 ピ4年 生9年 度)ノ 絡 アル ヵ ロイ層ド並 ピニ硫酸 キニー ネ含量 ヲ比較 スル爲
 メ以下 ノしグラ プ ヲ作成 セリ。
  圖昌於 テ從軸ハ総アルカロイF及 ピ硫酸 キニーネ含有傘 ヲ示 シ横軸ハ1m毎 二樹高ヲ表 ス。
 Hybridsβ ハ3年 生 ノモ ノハ地 上1m二 於 テ硫 酸 キ ー一一fi約8.5%ノ 如 キ高 キ数値 ヲ示 セ シ爲果
シテ正 常 ナル歌態 ナル ヤ否 ヤニ就 キ疑 問 ヲ抱 キ4年 生 ノモ ノニ於 テハ 中央木 ソノ他2本 昌就 キ分析 ヲ
行 ヘ ル結果大饅次 二示 スガ如 キ成績 ヲ得 タ リ。之 ニヨリテ見 ル時ハ3年 生 二於 テ高 キ含量 ヲ示 セ シ
バ恐 ラク何 ラカ特別 ノ生理作用 昌 ヨルモ ノニ シテ、4年 生 ノモ ノニ ヨリテ示 サルQuinine含 量ハ正
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               第 五 實 験 結 果
(1)  幹 皮 昌於 ヶル友分軍均 含有卒 ヲ3年 生 ノモ ノニ 比較 ス レバSuccirubraハ0.5 ヲ堆加 シ、
   Hybridaα, Hybridaβ, H vbridaγ, Ledgerianaハ 夫 々0.95%、0.68%、0・74%、0.5%ノ 減 少
   ヲ認 メタ リ。根 皮 二於 テ著 シキ看 加 ヲ見 ルモ之 ハ試 料 中二幾分 ノ粘土 ヲ含有 シ除却 スル能ハ
   ザ リシ爲 ナ リ。從 ツテ根 皮 ノ各成分 ノ減 少ヲ示 セルハ試料 二正確 ヲ期 スル事能 ハ ザ リシ爲 ナ
   ランo
(2)  Total alkaloid李 均 含有率ハSuccirubra幹 皮4.8%. Hybridaα 幹 皮5.3%及 ピIi ybridaβ
   幹皮6.ofヲ 除 ケバ何V.モ 日本藥局法 二規定 スル最低 含右 6.2%以 上 ナ リ。 然 レドモ3年 生
   ノモ ノ昌比 プ レバSuccirubra, Hybridaβ, Hybrids r, Ledgerianaハ 根皮 二於 テ各k約1.5%、
   1.0%、0.3%、0.8%ノ 減 少ヲナ シ幹 皮 ニア リテハSuccirubra, Hybrida Q, Hybrida Q,ハ 各々
   1.8%、1.1、2.1%ノ 減少 ヲ示 シHybrids rハ 殆 ン ド等 シクLedgerianaハ0.2590'加 セ リ。
(3)  Quinine;:均 含有李(Quinine-Sulphateト シテ)二 就 キ3年 生 ノモ ノ昌比較 ス レバ根 皮 二於 テ
   SucciruUraハ0・93%減 少 シ、 Hybridaβ ハ殆 ンド饗 化 ナク、 Hybridaγ, Ledgerianaハ 夫々
  2.3%、2.0%ノ 減 少ヲ示 ス。幹皮 ハSuccirubraハ0.76%滅 少 シ、 Hybridaα ハTotal alkalodi
   二於 テ減 少ヲ示 セル ニ拘 ラズ約1.0%ヲ 堆 加 ス。Hybrida(3ハ 約1.0%ノ 減 少ヲ示 スモ3年 生
   ノモ ノニアリテハ地上50cm二 於 テ約8.4%ノ 含量 ヲ示 セシ爲 ニ シテ之 ハ何 ラヵ特別 ノ生理作
   用 ニ ヨリテ斯 ク ノ如 キ高 キ数値 ヲ表 ハ セ シモノニシテ恐 ラクハ4年 生 ノモ ノ昌見 ラルル含量
   ハiE常 ナル モ ノナ ラン ト推察 サル。 ココ=3年 生 ノモ ノニア リテハSuccirubra, Hybrida a,
   ノ根皮 二2.16%、0.24%、 幹 皮 二於 テ殆 ン ド痕跡 ナ リシCinchonidineハ4年 生 ニア リテハ全
  種 類 ヲ通 ジ ソノ含量多 ク地上3m二 至 ル モP.少 量 ヲ認 メSuccirubra.二 於 テハ根皮 二4.4%、
   地上2m二 於 テモ1.6%ノCinchonidineヲ 認 メタ リ。
(4)  1本 當 リノアル カロイ ド含有縮量 ヲ3年 生 ノモ ノト比較 ス レバSuccirubra, Hybridaβ,
  Hybricla r,1.edgeriana・ 各々2.4%、14.6%、8.2%、30%ノ 培加李 ヲ示 シ、 Hybrida.α ノ幹 皮
  ハ8.7%噌 加 ス。Quinine(Quinine-Sulphate トシテ)含 有穂 量ハHybrida a H vbridaγ,
  Leagerianaハ 夫々18.0%、9.of、32.0%場 加 シ、 Succuubraハ2.1%減 少 セリQHybrida a幹
  皮 二於 テハ25.9%ノ 槍 加 ヲ示 シタ リ。
 毫 濁 演 習 林 産
規那樹ノ分類 ト染色燈歎
 副 手 松 本 賢 三
    皇潜演習林産規那樹ノ分類 ト染色燈藪
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                緒    論
 規那樹ハ茜草科二屡 スル植物デ、其 ノ樹皮 ヨリ土ニー ネヲ製 スルヲ以 テ、本科 ノヨLニヒー樹 ト共
二重観 セラルルモノデアル。Weddell, Kuntze及 ビHowardノ 諸氏ハ規那樹 ノ分類 ヲ研究 シタ人
hデ 氏等 ニヨリ多クノ種 ガ報告サレテ居ル。規那樹種間 ノ種々ナル雑種 二就 テハ從來 ヒプリダ ト樗
スルノミデ詳細ノ記載ハナイ。叉規那樹 ノ核學的 ノ研究モ現在獲表 サレタモノハナイ。
 筆者ハ京都帝國大學藍湾演習林内サクシルプラp27、 ヒブリダ匿26號 及 ビレドゲリアナr25號
造林地 二栽培 サレテ居ル規那樹(Cinchona Ledgeriana, C. succirubra及 ピ爾者 ノ雑種)二就 キ昭和
7年12月 中旬 ヨリ約3ケ 月 二亙 ツテ圭 トシテ雑種 ノ分類並 ビニ核學的 ノ研究 ヲ試 ミタ。依 ツテ此虚二
其 ノ研究結果ヲ報告 スルモノデアル。
 爾本研究ハ林墨教室沼田教授 ノ依囑 二依 リ行 ツタモノデ終始御懇篤 ナル御指導 ヲ賜 リタル沼田教
授及ピ農林生物學教室木原教授二封 シテ深 ク感謝 ノ意ヲ表 ス。併 セテ材料探集 二就 キ原産地 二於 テ
種々御援助下 サツタ京都帝國大學演習林井上技手 二感謝 ス。
             第 一 Cinchona属 ノ 分 類
 Cinchona屠 ハEngler及 ピPrantl爾 氏 二從 ヘバRubiaceae(茜 草科)中 ノCinclionoideae-Ciach
oninae-Cinchonas二 屡 シ約30-40種 ヲ含 ム。本屡一般 二就 テノ形 態的特徴 ハ、 胎座 ハ隔壁 二澄 ツテ
附着 シ、葉ハ草状(Kra,utig)、3Cハ 革質(lederig)デ 、 漆蝋 ヲ有 シテ居 ナイ。萌 ハ壁 二滑 ヒ下方 ヨ
リ上方 二裂 開 スル。例 ヘバCinchona屡 二近縁 ナルReniija屡 ト比較 スルニ此 ノ屡 デハ萌 ガ上方 ヨ
リ下方 二向 ツテ裂開 スル。
 Hooker及 ピJackson爾 茂 ノIndex Kewensisニ ハ本局 二200種 程 ノ種名 ガ學 ゲ テアル ガ、其 ノ申
攣更 サル ルモ ノ、同一種 トナル モノ等 ア リテ、大髄60種 位含 ンデ居ル。然 シ乍 ラ實際 昌於 テハ大約
30種 程度 ガー番確實 デア リ、其 レニ雑種 或ハ品種 ガ附加 サ レルノデア ラウ。南印度Nilgherrisノ 規
那 植栽地 ノ嘗 テ監督 者デ アツタM.A. Lawson氏 ハ1886年 五〇聾don二 開催 サ レタ(;olonial aad
Indian Exhibition二 就 テノ記 事 中二於 テ規那樹 ノ重要 ナルモ ノ トシテハ14種 ヲ象ゲ テ居 ル。併 シ乍
ラA.Groo㎞oπ 氏 ノ著 書 昌依 レパ現在ハ研究 ノ結果C. Ledgeriana及 ピC. succkubra/2種 ガ
重観 セ ラルル モノデ共 ノ他ハ歴史的興 味ヲ有 スル ノミデ アル。
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 属 以 下 ノ分 類 二就 テ ハ ー 般 二Weddell, Knntze及e'Howardノ諸 專 問 家 ノ分 類 方 法 二從 フ モ ノ
ガ 多 イ 。Howard氏 ハ38種 記 載 シ テ 居 ル ガ 、 其 ノ後 種 々 二塘 減 ア リ 、 之 ヲ Weddell氏 ハ 其 ノ 著
Note sur les Quinyuinas中=n33種ヲ 畢 ゲ18種 ノ外 ノ モ ノ ハ 亜 種 二 編 入 シ テ 居 ル 。 叉 氏 ハ 全 艦 ヲ
次 ノ5個 ノ種(Stirps)二 分 類 シ タ 。 即 チ1).Stirps Cinchona o伍clnalis,2). Stirps Cinchonae ragosae,
3).Strps Cincaonae micranthae, 4). Stirps Cinchonae Calysayae, 5)・Stirps Cinchonae ovatae /
5Stirpsデ ア ル 。 Kuntze氏 ハ4種 類 二規 那 樹 ヲ分 チ 、 多 ク ノ モ ノ ヲ雑 種 二 取 扱 ヅ タ 。
 斯 ノ様 二屡 以 下 二於 テハ 諸 專 問 家 モ其 ノ分 類 方 法 ヲ シ テ居 ル ガ 、 今(ロ)試二Howard及 ビWeddell
爾 氏 ノ分 類 方 法 ヲ組 合 シ其 ノ 中 間 ヲ 取 レバ 次 ノ表 二 見 ラ レル 。
 Section  I Officinalis C. officinalis Linn. C. Utitusinga. Pay., C. Condaminea Howard,等
 Sect.  II Rugosae C. pl吻ensis Wedd., L. pahndiana Hov.等
 Sect. III Calisayae L. Caiisaya Wedd., L. microcarpa Wedd., L. Ledgeriana Wedd.
 Sect.  IV Ovatae  C. succirubra Pay., C. ovata Ruiz et Pay., C. cordifolia Mutis.
 Sect.  V Micranthae C. scrobiculata H. et B., C. peruviana How., C. micrantha Ruiz et
       Pav.等
 學 名 二就 テ ハ 各 研 究 者 ガ 異 ツ タ學 名 ヲ 用 フ ル タ メ他 ノ植 物 二於 テ 時h見 ラ レ ル 如 ク非 常 二複 雑 シ
テ 居 ル 檬 デ ア ル 。Cinchonaノ 名 ハ ペ ル ._Det CIRCYIOI7伯 爵 夫 人 ノ 名 ヨ リ取 ツ タ モ ノ デ ア ラ ウ
ガ 、M. M La Condamine氏 ガCajanumaヨリ Linnaeus氏 二7付 シ タ規 那 ノ標 本 二1742年 氏 ガ
Cinchona L.ト 記 載 シ タ ノ ガ 属 名 ノ最 初 デ ア ノレ。 種 名 ト シ テ ハ1753年C. officinalis L.ト シ タ ノ ガ 最
初 デ ア ル 。
 C。1.edgerianaノ 學 名 ハ 、 其 ノ最 初 ノ探 集 者Charles Ledger氏 二 出 タ モ ノ デ ア ル ガ 、 C・Ledg
eriana Moens.ト ス ル モ ノ 、Calisaya Wedd, var. Ledgeriana Moens.或 ハHow.ト シ テ攣 種 昌 入v
ル モ ノ等 ア リ テ ー 様 デ ハ ナ イ。 併 シ乍 ラ本 報 告 二於 テ ハ 以 下 種 ト シ テ取 扱 ヒLedgerlana Moensヲ
用 フル ヲ適 當 ト信 ズ 。
 聯 種 二 就 テ ノ記 録 ハ 詳 細 二記 述 サ レ タ モ ノ ガ 殆 ド見 ラ レナ イ 。 併 シ乍 ラ、 多 ク ノ研 究 者 ノ 結 果 ヲ
綜 合 スノL二 規 那 樹 バ ー 般 二其 ノ種 間 二 於 テハ 人 工 交 雑 モ 容 易 デ ナ リ 、 叉 自 然 交 雑 モ屡 起 ル故 二 非 常
昌雑 種 ヲ作 ル 事 ガ多 イ 。
 又 攣 異 ノ 範 園 モ 大 キ ク 、例 ヘ バC.oflicinalisヨ リ挿 木 二依 リ テ層 殖 サ レ タ ル モ ノ ノ 間 ニ ハoflici-
nalis, con daminea, uristinaa等 ノ形 態 ヲ持 ツ モ ノ ガ 生 ジ タ事 ガ 報 告 サ レ テ居 ル。 此 ノ事 實 ヲ 如 何 程 信
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ズペキカバ此虚二断言ハ出來 ナイガ、挿木二依 リテモ相當 ノ攣異ガ生ズルノニ比スレバ況 ンヤ種子
ヨリ生 ジタル子孫 二於 テハ自然交雑 ノ結果 二依ルカ、非常 二廣イ攣異 ヲ示 スハ當然 ト思ハ レル。此
ノ窯 ヨリスレバ種 ヲ決定スルハ非常 二困難 デアリ、此 レ迄種名 ノ攣更或ハ同一 トサレタ事ノ多 キモ
想像 二困難デハナイ。,:林 二於テモ.サクシル塑 匪 ニハ殆 ド見 ラレナカツタガ レドゲ リアナ匹二
於 テハ多 クノ雑種 ト思バ レルモノガ混在 シテ居 タ。
        第 二  蚕≡≡湾 演 習 林 産 規 那 樹2種 ト雑 種 ノ分 類
 本演 習林 二栽培 セラレテ居 ル規那樹 ハ未 ダ樹齢3年 程 ナ レバ形態的 ノ特徴 ヲ充分獲現 シテ居 ル モ
ノハ少 イ。本演習林 ノ規那樹 ハ東 京帝國大學演習林栽培 ノ瓜畦 産規那樹 ヨリ種 子 二依 ツテ壌殖 サ レ
タモ ノデ、其 ノ種類ハC.succirubra, C. Ledgeriana及 ビhybridaト 構 スル爾者 ノ雑種 ノ3種 類 デ
アル。雑 種ハ其 ノ起原 ガ人工交配 二依 ツタモノカ叉ハ 自然交配 二依 ツタモノカ不明 デ アル。
 一般 二種 々 ナ規那樹 ノ種 間 ノ雑種 ハ雨親 ノ特長 ヲ著 シク獲現 シ、叉其 ノ成分 二於 テモ興味 アル揚
合 ガ アル ノデ(Groothoff;32頁)之 ヲ形態學上 ヨ リ次 ノ如 クa, Q,γ,及 ピ δ,ノ4型 二分類 シタ。
分類的基礎 ニ シタモノハ主 トシテ葉形 二在 ル ク レドモ、葉色 、毛茸 ノ有無 、樹冠 、樹幹 ノ形態等 モ
夫 々特異 ナモ ノガ アル カ ラ充分 参酌 シタ。P.前 述 ノ如 ク雑 種 ノ分類 二就 テハA後 充分生 育 シタ時 二
或 ハ攣 化 スルモ ノアル ヤモ知 レナイ。
 Cinchona snecirnbra Pav.(爲 眞1、 第1圖 及 ビ郷 圖9)
 樹 皮ハ赤皮 ト稽 セ ラレル種 デ、 樹 幹ハ太 イ直幹 デ アル。 下枝 ハ生長 ト共 二枯落 チル。 枝 ハ稽 々
柔 軟 デ樹冠ハ圓 キ ピラミツ ド歌 、花 ハ花辮 ノ中部 二向 ヒ美麗 ナ薄薔薇 色 ヲ表 ハ シ花辮 ノ縁 二向 ヒ毛
茸 ヲ持 ツテ居 テ芳香 ガ アル。募 ニハ毛小 ク實 ハ梢 々 コツプ歌 デ長形 ノ萌 トナル。生長 旺盛 デ葉ハ 圓
形 二近 イ卵形 、支脈間 デハ髪 トナ リ葉縁 二於 テ波欣 ヲ呈 シテ居 ル。葉脈 特 二主脈 ノ下面 ニハ毛茸 ガ
アツテ、黄 緑色 、光澤 ヲ有 シテ居ル。葉質薄 ク葉 ノ大 サバ李均約22×16c(くめ)m
 雑種 α(爲 眞2、 第3圖1～8,11)
 全貌 ハC.succirubra ト殆 ド等 シク花ハ芳香 ヲ持 ツモノモ アツテ、 薄薔薇 色 ナ レ ド殆 ド白色 二
   t)任 意昌探集シタ30枚 ノ葉 ノ雫均値、 街樹齢 ト共昌モツh大Fナ リ、C・succirubra昌 於 テ
     ・・約5。 ×30cm位 昌モ達 スル。
近 イ。葉 質薄 ク髪 ガ有 ルケ レド著 シクナイ。 色 ハ深緑 二近 ク光澤 ハ稽 々少 シ。 葉形ハC.Si1CC1-
rubs二 似 テ居 ル ガ先端 ・・鋭 イ。大 サバ約20×12cm。
 0β(寓 眞5、 第3圏12)
 CsaccirubraトL. Ledgerianaト ノ1E二 中間 二位 シ、全貌ハ前者 二近 イ。生長 モ旺盛 ナモノデ ア
ル。花色ハ薄薔薇色 ヨリ白色 二亙 リ、芳香 ヲ有 スル モノモアル。葉 ノ色澤 ハ雑種Q二 梢 々等 シク
髪ハ殆 ド見 ラ レズ、尖端 ハ鋭 ク大 サバ約22×7cm。
 難種 γ(窟 眞4、 第3圖13)
 C・Ledgerianaノ 生長 旺盛 デ,`Ef:麗ナ樹冠 ヲ有 スルモ ノニ類 ス。 4Lノ幅 廣 ク長 サC・Ledgeriana
ト等 シク、大 サ約11×4Cm。
 剰罐璽 δ (寓眞5、 3蒔5圓14)
 樹 ハ稽々紡錘形 ノ樹冠 ヲ持 チ、花ハ租 々薄薔薇色 ノモ ノモア リ、芳 香 ヲ持 ツ。花辮 ニハ毛茸 ガ ア
ツテ實ハ長 卵形 ノ萌 トナル。葉質 ハ梢 々厚 ク光澤ハ乏 シク深緑色 デ アル。葉形ハ長騰 圓形 デ大 サバ
系勺10×5cmo
 C,Ledgeriana Moms.傭 眞1、 第2圏 及 ビ第3圖10)
 樹 皮ハ黄皮3Cハ レツヂ ヤー皮 ト稻 セラルル モノデ樹冠 ハ梢h紡 錘 形 、樹勢貧 弱、全睡 的 二織 細 デ
アル。花 ハ白色叉ハ稽 々有色 デ芳香 ヲ有 シテ居 ル。花辮 ニハ毛茸 ヲ縁 二向 ツテ有 シ、實ハ長 卵形 ノ
朔 トナル。葉 ハ長欄 圓形 、葉質厚 ク天鷲絨 歌 デ アル。光澤 乏 シク深緑 色 、 大 サバ約11×3cm。
              第 三 核 學 的 研 究
 規那樹 ノ核學的研究 ハ今 日迄 何等 獲表 サ レタモ ノガ無 イ。今試 二茜草科(Rubiaceae)二 屡 スル植
物 ノ染色罷 数 ヲ畢 レバ次表 ノ如 ク非常 二少 ク共 ノ数ハ 瞳々デ ァル。
 Rubiaceae
   Honstonia caelurea    t6         Stevens
   Coffey arabica          8      z 6    von Faber
   C. liberica                   8         t6               
   Cracianella gi】anica        lo                工a◎yd
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   C.Macrostachya    io         
   Asperula cynanchia   iz         
     (Tischler 1927年 及ピGaiser 1930年 昌俵ル)
本 研究ハ主 トシテ染 色艦数 ヲ決定 スルニ アツテ、筒之 二依 リ規那樹 ノ分類上何等 カノ指針 ヲ與 ヘ
ルモ ノデハ ナイ カr試 ミタモノデ アル。
               1,材 料 及 ビ研 究 方 法
 用 ヒタ材料 ハ銑 二記載 シタCinchona I,edgeriana, C・succirubra及 ピ爾者 ノ雑 種Q,β,γ,及 ピ δ
ノ6種 類 デ、其等 ノ蕾芽 及 ビ根端 ハ造林 地 二育 成 サ レテ居 ルモ ノヨリ直接 昌探集 シタ。一般 昌大樹
木 ノ根端 ハ探 取困難 デ アリ、且 ツ叉他 ノ植 物 ノ根端 ト混合 スル患 ア レバ豫備 トシテ苗圃 ニ アル挿木
ノ根端 ヲモ利用 シタ。挿木 ノ根端 ハ探 取ハ容易 デ アルガ、其 ノ種類 ヲ混 同 スル揚 合 ガ アルカ ラ之ハ
唯 ダ参考 トシタノ ミデアル。蕾 芽ハ之 ヲ充分探集 出來 ナカツタ。例 ヘバC.Ledgerianaノ 如 キハ全
造林地 ノ中僅 二試験 二供 シタ レドゲ リアナ医25號 造林地 内 ノ2本 ガ蕾 芽 ヲ着 クテ居 タ ノミデ アル。
然 モ其 ノ中 ノ1本 ハ既 二若 イ ナガ ラ結 實 シテ居 リ、他 ノ1本 モ殆 ド之 二近 ク稜育 シテ居 ツテ其 ノ数ハ
極 メテ少 カ ツタ。其 レ故花粉母細胞 ノ成熟分裂 ノ方面ハ全部 之 ヲ行 フ事ハ 出來 ナ カツタ。
 根 端 モ蕾芽 モ共 昌パ ラフィン切片法 二依 リブ レパ ラー ト昌 シタ。
 固定液 ハ始 テデ アル爲 メー般的 二用 フル次 ノ2液 ヲ使 用 シタ。
一 岸1 ;;;
   N。。。,ch、。氏液A∫1%ク ゜一ム酸   1°C.C.
           泳 酷 酸     1c.c.
          B.フ オル マ リン         4c.c.
 Carnoy氏 液 ハ蕾芽 二使用 シ固定時間30～40分 ノ後普通 二95%ア ル コホル ヨ リ順次70%ア ルコホ
ル ニ下 シテ貯藏 シタ。之 ノ結果 ハ最良 トハ云ヘ ナイ。
 Nawaschin氏 液 ハA, Bヲ 固定直前 二混合 シテ根端 ノ固定 二用 ヒタ。 固定時聞5時 聞 ノ後 水洗 ス
ル不便 ヲ除 キ直 二30%ア ル コホ ル ヲ以 テ3圓 程洗 ヒ順次%ヲ 上ゲ テ70%ア ル コホ ル ニ貯藏 シタ。之
ノ固定ハ相 當良 イ結果 ヲ得 タ。
 尚根端 二於 テモ其 ノ結果 ヲ豫想 出來 ナカツタ爲 メ此 ノ外La Cour氏"2Bd"液ヲ僅 カナガ ラ試
ミタ。
            1%ク ロー ム酸      100c.c.
    La Conr氏   1%重 クu^ム 酸 加里   goo.c.
    ``aBda液    2%才 ス ミウム酸         30c.c.
            5% 酷   酸      30c.c.
            サ ポ ニ  ン        0.1gr.
此 ノ液 昌根端 ヲ24時 間 固定 シ後 水洗2塒 問 ニシテ アル コホ ル ノSeries二 移 シタノデ アルガ、結果
ハ良 クナカ ツタ。多分液 ハ内容 ノ攣 化及e不 充分 ナル水洗 二影響 サ レタ爲 メデ ア ラウ。
 染色 ハHaidenhein氏 ノHaematoxylin法 二依 ツタ。)¥ラ フィン切片 ハ厚 サ ヲ次 ノ檬 ニ シタ。
    蕾   芽    10μ
   根   端    8μ 叉ハ10μ
以上 ノ外Acet(》carmine二 依 ルSmear法 ヲ併用 シタ。 コ レ・・70%ア ル コホル ニ野藏 サ レタ材料
ヲ研究 スノL便 利 デ アツタ。結果 ハ相當 良 カツタガ染 色膿 ガ小 サイ タメ詳細 ノ決定 ハ ヤハ リパ ラフ
ィン切片法 ノプ レパ ラー トニ依 ッタ。
               2,槻 察 結 果
観察 シ得 タ規那樹 ノ染色饅歎 ヲ學 ゲル ト
                n        2n
   Cinchona succirubra                       34
   雑 種 Q        17      34
                cis
       R        17       34
                (?)
     "    γ      ,        17             34
     "  δ               31
   C.Ledgeriana.                        34
根端細 胞 二於 テハ表 ノ如 ク全部34箇 ノ染色艦 ヲ激 ヘル事 ガ出來 タ。 コレハ造林地 二育成 サ レテ居
   1)Tア キネシス及 ビ第二分裂中期昌於テ数 フ。
   2)デ アキネシス呂於テ数 フ。
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ル樹 カ ラ直接 二探 集 シタ材料 二於 テモ、叉挿木 カ ラ探 ツタ材 料 二於 テモ等 シク34デ アツタ事 昌ヨリ
確實 デアル。染 色艦 ノ形態ハ棒 歌(rod-shaped)ノ モノ最 モ多 ク、他 ハv字 形(V-shaped)或 ハJ字
形(J-shaped)ノ モノガ見 ラレタ。然 シ、之等 ハ其 ノ曲折部 二狭窄(Constriction)ノ 有無 ガ明 デナイ
カラ、嚴密 ナル意味 二於 テハ、其 ノ形態 ヲ云 々スル事ハ出來 ナイ。唯 グ其 ノ間花粉母細胞 ノ中期 二
於 テモ分 ル檬 二大小 ノ差 ハ アル。又乳首(heard)或 ハ附離(Satellite)ノ 稀 二見 ラ レタ染色髄 モ ア
ッタガ其 ノ数 ハ不明 デ アル。依 ツテCinchona屡 ノ2種 及 ゼ4雑 種 ノ染色 一'11ノ間 諾ハ差 ヲ見 出 ス事
ハ 出來 ナカツタ。
 花粉 母細胞 ノ分裂 中期(Metaphase)ハ 僅 二難種 α 二於 テ見 ラレタ。.前期(Prophase)ノ 歌態 ハ本
研 究 ニハ省略 スルガ、 デアキネ シスニ於 テ明 二17箇 ノ双生 子(Gem ini)ガ 存 在 スルr第3圖1及 ビ2)
第3岡4ハ デ アキ ネシスノ梢 々初期 二近 イモノデアル ガ、此 ノ時期 ニハ仁(Nucleolus)ハ 比較 的大 キ
ク、染 色膿 ヨリ良 ク染色 サ レル。然 シ乍 ラ、邊 イデァキネ シス ト思バ レル時 期 ユ於 テハ、仁 ノ形 態
ガ崩 レテ來 ル爲 メカ染色禮 トノ属別 ハ困難 ニナリ、恰度18箇 ノ 双生子 ガ 存在 スルガ如 ク見 ラレル
揚合 ガ アル。第3圖1ハ 中期 二於 ケル核板(Nuclear plate)上 ノ染色腹 デ アルガ全部梢 々角 ノアル球
形 ヲナ シテ居 ル。其 ノ数 ハ17箇 デ、之 ヲAceto-carmine/Smear法二依 ル モ ノデハ 四角 ナ形 ヲ
ナ シ、形態 ハ大部膨脹 シテ大 キイ(第3圖2)。 第3圖3ハ16箇 ノニ領染色榿(bivalent chromosomes>ト
2箇 ノー慣染色罷(univalent chromosomes)ガ 現 ハ レテ居 ル。 其 ノ現 バ レル瀕 度ハパ ラフィン法 二
係 ル標本 二1箇 ノ ミ現 レ、Smear法 二於 テハ皆無 デ ア〃 事 カ ラ之ハ偶然 ノ現象 デ意味ハ ナ イ ト思
♪・レル。 叉他 ノ分裂期 間、帥チ後期(Anaphase)或 ハ第二分裂 ヲ通 ジテー慣 トオボ シキモノハ1箇 モ
見 ラ レズ、全 ク正規 ナル分裂 ヲナ ス。花粉母細 胞 二於 テ染 色禮 ノ数 ヘ ラ レタモ ノハ雑種 ノ α,β 及
ビ γ ノ3雑 種 ノ ミデアツタガ他 ノC.succirubra, C. Ledgeriana及 ビ雑種 δモ當然 染色髄 ノ藪ハ相
等 シイ ト思、ノ、レルo
 之 ヲ要 スル昌以上6種 類 ノCinchona屡 ノ規那樹 ・・形態的 二2種4雑 種 二分類 ハ セ ラレル ガ核學 的
昌ハ何等差異 アル ヲ認 メル事 ハ出來 ナカ ツタ。
.ヤ0
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